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明けましておめでとうございます。

( 写真提供：大柴 力さん）

今年がみなさんにとって良い年でありますように！

・
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　新年明けましておめでとうございます。市民のみ
なさまにおかれましては、希望に満ちた輝かしい新
春をお迎えのことと心よりお慶び申し上げます。
　さて、私が市長に就任させていただいてから、１
年余りが経過したところであります。この間、みな
さまのご支援とご協力をいただき、市民目線に立っ
て行政の各分野を見直す行財政改革を断行しなが
ら、市民のみなさまの生活に直結するきめ細かな
各種行政サービスを力強く推進することができまし
た。小学生の医療費無料化、保育園・幼稚園への防
犯カメラの設置、幼稚園の就園奨励費補助の対象者
と支給額の大幅な拡大、子育て支援センターの利用
時間の延長、小中学校へのＡＥＤの設置、小中学校
の道徳教育の充実や食育の推進、高齢者等の通所施
設利用者への食事代の負担軽減など、子育て支援や
少子高齢化対策の充実に意を注ぐとともに、組織の
フラット化・効率化による事務処理や意思決定の迅
速化が図られるスリムな組織、計画的な職員数の縮
減、事務の改善による行政執行の効率化、市長交際
費の削減など経費節減に努め、不断の改革に取り組
んできたところであります。
　今後の施策につきましても、将来の韮崎市を見据
え、市民のみなさまのご意見を十分に拝聴しながら、
本年策定する「長期総合計画」に位置づけるととも
に、可能な限り的確かつ迅速に対応し、市民のみな
さまお一人お一人の生活や生き方の質の向上を目指
し、「人が来るまち・人が住むまち」となる、市民
生活優先の事業を一歩一歩、着実に推進してまいり
ます。
　この積み重ねにより、子どもたちが安全に生活す
る中で、大きな夢を持つことができ、働く世代が活
力に満ち、晩年を安心・快適に暮らせる「夢と希望
の持てるまち・にらさき」を実現させるために、全
力で取り組んでまいりますので、今後とも市民のみ
なさまの温かいご支援とご協力を賜りますようお願
い申し上げます。
　結びに、本年がみなさまにとりまして、幸多き年
となりますよう心からご祈念申し上げまして、新年
のごあいさつとさせていただきます。

迎春
2008.1.1

韮崎市長
　 横　内　公　明

韮崎市議会議長
　 石　井　錦　一

　新年明けましておめでとうございます。平成に
なり、早や２０年という節目の年を迎え、市民の
みなさまにおかれましては、希望に満ちた新春を
迎えられたことと心からお慶び申し上げます。
　昨年中は、みなさま方の力強いご支援とご協力
により、円滑なる議会運営ができましたことに対
しまして、市議会を代表して衷心より感謝とお礼
を申し上げます。
　また、昨年は市議会議員の改選の年にあたり、
新しい議員２０名が選出されました。それぞれが、
韮崎市の発展と市民福祉の向上のために、渾身の
努力をいたすべく、決意を新たにしたところであ
ります。
　地方分権が推進される中、少子高齢化、人口減
少という時代に対応し、市民のみなさまが安心し
て暮らすことができる仕組みづくりを進め、次世
代を担う子どもたちが希望を持ち、育つことので
きる活力あるまちづくりを実現するため、全力で
対応しなければならないと考えております。
　三位一体改革、厳しい財政状況などにより、現
在ほど地方議員、議会の役割が求められていると
きはありません。この時代の流れを的確に把握し、
効率の良い行財政運営に努めるとともに、議会が
市民のみなさまに信頼される活動をどうすべき
か、市民の声を議会に反映させどう還元すべきか、
議会制度の原点に立ち返った検討を行いながら、
議会の活性化に向けて、議員一丸となって諸問題

に取り組んでまい
る所存であります。
　終わりに、平成
２０年が平和で明
るい年であるとと
もに、市民のみな
さまの益々のご健
勝とご多幸を心か
らお祈り申し上げ
まして、新年のご
あいさつとさせて
いただきます。
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年男・年女に聞く『新年の誓い』今年は子
ね ど し

年！

　昨年は、社会人デビューという節目の年でした。学生時代とは違い
自由な時間は減り、大変なことは多いですが、社会人として責任感や
自覚を持って行動するようになりました。今年は資格を取得して実力
をつけ、会社で信頼される存在になれるように頑張りたいです。
　仕事以外では、週２回エアロビをして楽しみながら気分転換をして
います。そのためか最近では体力もついてきたように感じます。もっ
ともっと体力をつけて、今年こそは、富士山の登頂にチャレンジし御
来光を拝んでみたいと思っています。

藤
ふじまき

巻　美
み さ こ

紗子さん　（清哲町青木）
昭和５９年生まれ

　昨年は会社社長として、また韮崎市商工会の観光部会会長に就任する
など忙しい日々を過ごしました。そのためか２度も入院をしたりと、わ
たしにとっては厄年だったように思います。何をするにも体が資本と考
えていますので、今年は健康に気をつけていきたいと思います。
　商工会の観光部会会長としては、最近の韮崎市は活気がなく少し寂し
く感じています。市を訪れるリピーターを増やしていくためにも、郷土
料理や土産品の開発を行い、地元企業が活性化していくことが大切なの
ではないでしょうか。
　今年は市とも協力して、魅力ある韮崎市を全国に PR していきたいと考
えています。

秋
あきやま

山　勉
つとむ
さん　（大草町若尾）

昭和２３年生まれ

　子育ても一段落し、パートで働き始めて２年半くらい経ちます。外に
出て働くことで多くの人と接する機会が増え、たくさんの刺激を受けな
がら楽しく生活しています。
　昨年は仕事にも慣れてきて、やりがいを感じながら、家庭においても
充実した時間を過ごせたので、１年間があっという間に過ぎていったよ
うな気がします。
　今年は、趣味のガーデニングを楽しみながら、健康でいつも笑って生
活できたらいいなあと思います。また、多くの人からいろいろなことを
学び、自分を磨くことを目標に頑張っていきたいです。

今
いまふく

福　南
みなみ
さん　（神山町鍋山）

昭和３５年生まれ

　自分の育ったまちで地域医療に貢献したいと思い、韮崎に戻ってきて
今年で４年目になります。休日も患者さんの様子が気になったりと大変
な仕事ではありますが、治療を終え、患者さんが健康を取り戻したとき
に感謝してもらえると、仕事のやりがいを感じ、歯科医をしていてよかっ
たなあと思います。
　昨年は、家族が１人増え、妻と３人の子どもを支える一家の大黒柱と
しての責任感を新ためて感じています。また、生活を豊かにしてくれる
趣味のガラス細工に出会えたことなど、私生活においても本当に良い年
でした。
　今年は仕事の充実はもちろん、家族のためにも、体を鍛えて健康に気
をつけて生活していきたいと思います。 小

こ や

屋　忠
ただたか

崇さん　（若宮３丁目）
昭和４７年生まれ
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あ
の
宝
塚
の
公
演
が

わ
が
ま
ち
に
や
っ
て
来
た
理
由

　

今
か
ら
12
年
前
の
平
成
７
年
９

月
23
日
、
韮
崎
市
文
化
ホ
ー
ル
の

柿
（
こ
け
ら
）
落
と
し
に
宝
塚
歌

劇
団
花
組
の
公
演
が
行
わ
れ
た
こ

と
を
覚
え
て
い
る
方
も
た
く
さ
ん

い
る
か
と
思
い
ま
す
。
当
時
あ
の

宝
塚
の
公
演
が
わ
が
ま
ち
に
や
っ

て
来
る
と
い
う
こ
と
で
熱
狂
的
な

フ
ァ
ン
か
ら
、
ふ
だ
ん
は
あ
ま
り

宝
塚
に
興
味
の
な
い
人
ま
で
す
っ

か
り
町
中
が
こ
の
話
題
で
も
ち
き

り
で
し
た
。

　

２
日
間
４
回
に
わ
た
る
公
演
の

チ
ケ
ッ
ト
は
発
売
と
同
時
に
売
り

切
れ
て
し
ま
い
市
内
外
よ
り
大
勢

の
方
か
ら
チ
ケ
ッ
ト
は
な
い
か
と

い
う
問
い
合
わ
せ
を
た
く
さ
ん
い

た
だ
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

山
梨
の
小
さ
な
市
で
あ
る
韮
崎

に
な
ぜ
宝
塚
歌
劇
団
が
柿
落
と
し

公
演
に
か
け
つ
け
て
く
れ
た
の
か

当
時
多
く
の
人
は
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
宝
塚

歌
劇
団
の
生
み
の
親
で
あ
り
阪
急

電
鉄
や
東
宝
映
画
な
ど
の
創
始
者

で
あ
る
小
林
一
三
氏
（
以
下
敬
称

略
）
の
故
郷
が
韮
崎
市
で
あ
っ
た

か
ら
で
し
た
。

　

今
で
も
そ
う
で
す
が
、
全
国
各

地
か
ら
の
宝
塚
歌
劇
団
の
地
方
公

演
の
要
望
は
お
び
た
だ
し
い
数
の

自
治
体
や
団
体
が
願
っ
て
い
ま
す

が
、
な
か
な
か
実
現
は
難
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

偉
大
な
経
済
人
「
小
林
一
三
」
が

少
年
時
代
を
過
ご
し
た
韮
崎

　

小
林
一
三
は
明
治
６
年
に
当
時

の
北
巨
摩
郡
河
原
部
村
、
現
在
の

本
町
一
丁
目
の
に
ら
さ
き
文
化
村

の
あ
る
場
所
で
「
布
屋
」
と
呼
ば

れ
る
豪
商
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

寺
子
屋
の
名
残
を
留
め
る
蔵
前

院
の
公
立
小
学
韮
崎
学
校
へ
入
学

し
12
歳
ま
で
の
少
年
時
代

を
韮
崎
で
過
ご
し
て
い
ま

す
。

　

氏
が
主
に
関
西
の
経
済

界
で
活
躍
し
た
せ
い
も

あ
っ
て
か
関
西
の
人
は
阪

急
の
創
始
者
と
い
え
ば
小

林
一
三
と
す
ぐ
わ
か
り
ま

す
し
、
ま
た
関
西
出
身
の

経
済
人
だ
と
思
っ
て
い
る

人
も
多
い
よ
う
で
す
。
ま

た
逆
に
韮
崎
の
人
は
小
林

一
三
が
偉
大
な
経
済
人
で

あ
り
、
さ
ら
に
ま
た
本
市

の
出
身
で
あ
る
こ
と
も
ご

存
じ
な
い
方
も
少
な
く
な

い
よ
う
で
す
。

庶
民
に
夢
を
与
え
続
け
て
き
た

輝
か
し
い
足
跡
を
伝
え
た
い

　

冒
頭
に
あ
げ
た
大
阪
と
宝
塚
温

泉
郷
を
結
ぶ
阪
急
電
鉄
を
起
こ
し

沿
線
の
住
宅
開
発
を
し
た
こ
と
。

終
着
駅
で
あ
る
宝
塚
温
泉
に
大
劇

場
を
創
り
宝
塚
歌
劇
団
を
創
設
し

て
今
ま
で
に
な
い
ま
っ
た
く
新
し

い
文
化
を
作
り
上
げ
た
こ
と
。
始

発
駅
で
あ
る
梅
田
駅
の
上
に
日
本

で
初
め
て
タ
ー
ミ
ナ
ル
デ
パ
ー
ト

と
い
う
発
想
で
阪
急
百
貨
店
を

作
っ
た
こ
と
。
東
宝
を
つ
く
り
映

画
や
演
劇
の
世
界
で
不
動
の
地
位

小
林
一
三
氏
生
誕
１
３
５
周
年
に
思
う

先
人
に
学
ぶ
ま
ち
づ
く
り
を

　

み
な
さ
ん
は
韮
崎
出
身
で
宝
塚
歌
劇
団
や
阪
急
電
鉄
、

東
宝
映
画
な
ど
の
生
み
の
親
で
あ
る
小
林
一
三
氏
を
ご

存
知
で
す
か
？

　

氏
は
明
治
６
年
（
１
８
７
３
）
１
月
３
日
、
当
時
の

北
巨
摩
郡
河
原
部
村（
現
在
の
本
町
一
丁
目
）に
生
ま
れ
、

今
年
は
生
誕
１
３
５
周
年
の
年
と
な
り
ま
す
。

　

偉
大
な
経
済
人
で
あ
る
氏
の
ま
ち
づ
く
り
の
手
法
に

つ
い
て
「
小
林
一
三
に
学
ぶ
会
」
会
長
内
藤
久
夫
さ
ん

に
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

Profile
小林 一三（1873 ～ 1957）
1873 年　北巨摩郡河原部村 ( 現 本町一丁目 ) に生まれる

1907 年　箕面有馬電気軌道 ( 現 阪急電鉄 ) 専務取締役

1927 年　阪急電鉄取締役社長

1940 年　商工大臣

1945 年　戦災復興院総裁 

1957 年　死去 (84 歳 )
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を
築
き
庶
民
に
夢
を
与
え
続
け
て

く
れ
た
こ
と
。
プ
ロ
野
球
の
阪
急

ブ
レ
ー
ブ
ス
（
現
オ
リ
ッ
ク
ス
）

を
設
立
し
た
こ
と
な
ど
な
ど
。
そ

の
足
跡
は
輝
か
し
い
も
の
ば
か
り

で
す
。

　

私
た
ち
の
郷
土
か
ら
こ
の
よ
う

な
偉
大
な
人
物
が
輩
出
さ
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
だ
ま
だ

地
元
で
の
知
名
度
や
評
価
が
い
ま

ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
が
と
て
も
残

念
に
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
思

い
か
ら
私
は
「
小
林
一
三
に
学
ぶ

会
」
と
い
う
会
を
作
っ
て
小
さ
い

な
が
ら
も
活
動
を
続
け
て
き
ま
し

た
。

　

文
化
ホ
ー
ル
の
柿
落
と
し
の
際

に
は
、
宝
塚
歌
劇
団
の
歓
迎
会
を

氏
の
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
に
ら
さ

き
文
化
村
で
行
い
ま
し
た
。
花
組

の
ス
タ
ー
を
目
の
当
た
り
に
し
て

会
員
や
関
係
者
が
感
激
を
新
た
に

　　

　韮崎市では、成人されるみなさんを祝い、平成
２０年成人式を次のとおり実施します。
　式典終了後には、記念撮影や成人式実行委員会
による手作りのイベントを予定しています。
　当日は、ご家族の席も用意してありますので、
一生に一度の思い出に残る成人式に、みなさんの
ご来場をお待ちしています。

■日時　１月１３日（日）
■場所　東京エレクトロン韮崎文化ホール
　　　　大ホール
■式典　１３時３０分～
■受付　１２時３０分～１３時１５分
■お問い合わせ　
　教育課生涯学習担当　内線（２６７）

平成２０年成人式のご案内

成人されるみなさんの
輝かしい門出をお祝い申し上げます

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
県
内
出
身
の

元
宝
塚
の
ス
タ
ー
た
ち
の
後
援
活

動
を
行
い
コ
ン
サ
ー
ト
や
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
を
開
催
し
た
り
し
ま
し
た
。

現
在
も
現
役
の
宝
塚
歌
劇
団
の
団

員
で
あ
る
神
麗
華
さ
ん
（
韮
崎
市

水
神
出
身
）
が
活
躍
を
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
氏
に
ゆ
か
り
の
あ
る

方
々
を
招
い
て
勉
強
会
を
行
い
貴

重
な
お
話
の
数
々
を
お
聞
き
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
に
ら
さ
き
文
化
村
入
口

に
「
小
林
一
三
氏
生
家
跡
地
」
と

い
う
看
板
を
作
成
し
、
市
外
か
ら

来
た
人
に
も
わ
か
る
よ
う
な
整
備

も
行
い
ま
し
た
。
現
在
は
宝
塚
歌

劇
団
の
フ
ァ
ン
を
中
心
に
情
報
交

換
や
観
劇
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

宝
塚
が
大
好
き
で
夢
と
感
動
を
求

め
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

郷
土
の
偉
人
に
学
び

夢
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

　

小
林
一
三
は
「
夢
の
経
営
者
」

と
い
う
異
名
を
も
つ
類
ま
れ
な
経

営
者
で
あ
り
ま
た
文
化
人
で
も
あ

り
ま
し
た
。
庶
民
に
夢
を
与
え
る

こ
と
が
氏
の
生
涯
を
通
し
て
の
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
で
も
あ
っ
た
と
言
え

ま
す
。

　

こ
の
郷
土
の
偉
人
に
学
び
そ
し

て
ま
た
こ
の
韮
崎
の
地
に
も
氏
の

描
い
た
よ
う
な
夢
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
が
私
た
ち
韮

崎
市
民
に
も
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
、
地
方
は
ど
こ
の
都
市
も
活

力
を
失
い
か
け
て
い
ま
す
。
自
分

た
ち
の
ま
ち
に
自
信
も
誇
り
さ
え

も
失
い
か
け
て
い
ま
す
。
い
わ
ば

今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
危

機
に
直
面
し
て
い
る
と
も
言
え
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
こ
そ
行
政

も
市
民
も
一
体
と
な
っ
て
将
来
に

向
か
っ
て
新
た
な
夢
を
描
き
夢
の

実
現
に
汗
を
流
さ
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

韮
崎
に
と
っ
て
新
た
な
夢
、
そ

れ
は
市
民
一
人
ひ
と
り
が
希
望
を

も
て
る
ま
ち
、
こ
こ
に
暮
ら
し
て

よ
か
っ
た
と
い
え
る
楽
し
い
ま
ち
、

全
国
に
向
か
っ
て
誇
り
の
持
て
る

ま
ち
を
自
分
た
ち
自
身
で
探
し
求

め
、
そ
し
て
作
り
あ
げ
る
こ
と
が

必
要
と
さ
れ
ま
す
。

　

お
り
し
も
今
年
は
小
林
一
三
生

誕
１
３
５
周
年
の
年
と
な
り
ま
す
。

こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
韮
崎
に
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
の
パ
ワ
ー
が
生

ま
れ
て
く
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。
夢
を
描
い
て
皆
で
考
え

そ
し
て
皆
で
行
動
す
る
、
今
年
は

そ
ん
な
力
強
い
ま
ち
に
わ
が
市
を

し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
「
小
林
一
三
に
学
ぶ
会
」内

藤 

久
夫
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担当地区 氏　　名

韮崎地区

一丁目 清　水　日呂子

二丁目 齊　藤　夏　子

三丁目 保　坂　弘　子

四丁目 植　松　喜久江

五丁目 角　井　節　子

旭町 上　田　敏　男

水神町 中　田　紀　夫

水神町 中　田　まち子

西町 水　川　よし江

若宮町 深　澤　ゆう子

若宮町 向　山　敬　一

若宮町 雨　宮　啓　子

天神町 北　澤　貴　子

日の出町 小　池　とみ代

富士見一丁目 小　沢　里　子

富士見二丁目 毛　利　京　子

富士見三丁目 橋　本　はるみ

岩下 青　木　幸　子

上の山 青　柳　春　男

祖母石 秋　山　憲　司

祖母石団地 深　沢　和　子

一ツ谷 濱　　　光　代

富士見ヶ丘 山　本　澄　雄

中島一丁目 川　崎　清　子

中島二丁目 古　屋　富士子

高河原 安　田　直　人

山　本　好　子 ★

安　部　美佐子 ★

穂坂地区

宮久保 横　森　苗　子

鳥の小池・飯米場 向　山　公　功

上の原・権現沢 戸　嶋　　　武

日之城 仲　澤　まさる

三之蔵 五　味　はる美

三ツ澤 平　賀　武　秀

柳平 宮　川　忠　文

上今井・原・長久保 保　坂　典　男

戸　島　久美子 ★

西　野　正　男 ★

担当地区 氏　　名

中谷 藤　巻　勝　志

御杉 鈴　木　正　美

藤　巻　清　光 ★

功　刀　直　人 ★

神山地区

武田 山　本　たみ枝

北宮地 石　原　佑　一

鍋山 依　田　清　美

御堂 樋　口　悦　子

内　藤　妙　子 ★

中　山　友　江 ★

旭地区

北原・旭団地 小　野　ヤマト

山口 秋　山　綾　子

鋳物師屋 樋　口　芙美子

宮下 笹　本　勝　造

小曽根 久保田　精　吾

鍛冶屋・すずらん 三　枝　一　雄

山寺・竹ノ内 功　刀　幸　枝

久保・湯舟 堀　内　たまみ

佐　藤　敦　子 ★

飯　野　松　子 ★

大草地区

若尾 坂　本　　　洋

若尾 伏　見　たけ子

若尾団地 坂　本　貞　美

羽根 小　澤　　　晃

西の割 秋　山　　　積

町屋 中　込　一　郎

矢　崎　米　子 ★

根　岸　君　子 ★

龍岡地区

若尾新田 中　村　　　實

若尾新田 窪　田　和　江

坂の上 小　倉　映　男

坂の上 橋　本　澄　子

石宮 秋　山　詔　夫

真葛 中　島　　　操

越道 秋　山　　　勝

田　原　由利枝 ★

嶋　口　優　子 ★

担当地区 氏　　名

藤井地区

絵見堂・鳥居 土　屋　直　武

駒井 戸　島　淑　彦

上野 長　阪　直　子

坂井 丸　山　　　豊

北下條 小　沢　孝　行

北下條団地 倉　田　光　昭

相垈 水　上　和　雄

南下條 保　阪　幸　彦

蔵の前・道下 今　福　敏　一

久保寺　惠　子 ★

長　田　比呂子 ★

中田地区

中條一区 保　坂　良　子

中條二区 小　林　ただ子

中條三区 水　上　晃　治

中條四区 髙　添　眞　一

小田川五区 細　田　松　子

小田川六区 古　屋　ちなみ

井　上　とし子 ★

新　藤　東洋雄 ★

穴山地区

石水 生　山　澄　江

夏目 河　西　恒　子

次第窪 森　岡　節　子

伊藤窪 石　合　之　貴

重久 小　泉　明　義

久保 槫　林　一　孝

栗　林　眞　弓 ★

入戸野　百合子 ★

円野地区

上円井上 藤　巻　千野子

上円井下 内　藤　美貴恵

下円井 越　石　郁　子

宇波円井 真　壁　幸　美

入戸野 一　木　芳　惠

内　藤　政　雄 ★

中　島　美惠子 ★

清哲地区

折居・おりい台 小　澤　世紀男

青木 水　上　米　藏

新民生委員・児童委員及び主任児童委員が委嘱されました

　昨年１２月１日、厚生労働大臣より８９名の民生委員、２２名の主任児童委員が委嘱されました。社会奉仕

の精神をもって地域住民福祉の向上のため、地域の世話役として住民と関係機関のかけはしとなるのが民生委

員です。老人福祉、児童福祉、身体障害者福祉、その他日常の暮らしの中で困った時は、お気軽に相談してく

ださい。

民生委員の主な活動は
・地域住民がかかえる問題について、相手の立場に立ち、親身になって相談にのります。

・社会福祉の制度やサービスについて、その内容や情報を住民に的確に提供します。

・住民が、個々の福祉需要に応じた福祉サービスが得られるよう関係行政機関、

　施設・団体などに連絡し必要　な対応を促すパイプの役割をつとめます。

・住民の求める生活支援活動を自ら行い、支援体制を作って行きます。
★印は主任児童委員
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韮
崎
西
中
学

校
は
校
舎
耐
震

改
築
工
事
を
終

え
、
生
徒
た
ち

は
平
成
20
年
１

月
よ
り
新
校
舎

で
の
生
活
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

　

昭
和
41
年
４
月
、
韮
崎
中
学
校

と
甘
利
中
学
校
を
統
合
し
、
昭
和

42
年
３
月
に
建
設
さ
れ
た
韮
崎
西

中
学
校
は
校
舎
建
築
か
ら
39
年
間
、

生
徒
の
学
び
舎
と
し
て
多
く
の
生

徒
を
見
守
っ
て
き
ま
し
た
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
そ
の
長

い
務
め
を
終
え
取
り
壊
す
こ
と
に

な
る
旧
校
舎
の
見
学
会
を
実
施
し

ま
す
。
多
く
の
卒
業
生
の
思
い
出

の
詰
ま
っ
た
旧
校
舎
で
、
み
な
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

　

1
月
６
日
（
日
）

　

９
～
16
時

■
お
問
い
合
わ
せ

　

韮
崎
市
教
育
委
員
会

　

教
育
課
学
校
教
育
担
当

（
内
線
２
６
３
、
２
６
４
）

思
い
出
の
詰
ま
っ
た
旧
校
舎
に
お
別
れ
を

韮
崎
西
中
学
校
旧
校
舎
見
学
会

　惜しくも来季からＪ２に戦いの場を移すことと
なった、我らがヴァンフォーレ甲府。常に攻撃的
なサッカーで、わたしたちに夢と希望を与えてく
れたイレブンの新たなチャレンジに、スタジアム
でこれまで以上に大きな声援を届けましょう！
　クラブサポーターに加入すると、２００８年 J
リーグ・ディビジョン２リーグ戦ホームゲーム全
２１試合 ( 天皇杯は対象外 ) が観戦できます ( 協力
会員除く )。また、ホームゲームでの開門前優先入
場等の各種特典があり、１月３１日
までの入会者には、オリジナルグッ
ズ３点をプレゼントします。
　詳しくは、ヴァンフォーレ甲府オ
フィシャルホームページをご覧くだ
さい。
URL：http://ventforet.co.jp/

■お問い合わせ
　　㈱ヴァンフォーレ山梨スポーツクラブ
　　☎ 055-254-6867　  055-253-1695
　　

イレブンに熱きエールを！
クラブサポーター会員募集

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
載
申
請
を

平
成
20
年
は
農
業
委
員
統
一
選
挙
の
年
で
す

　

平
成
20
年
は
農
業
委
員
統
一
選

挙
の
年
で
す
。
農
業
委
員
選
挙
の

選
挙
権
・
被
選
挙
権
に
つ
い
て
は

「
農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
」
に
登

載
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
り
登
載

に
は
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
忘

れ
ず
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
登
載
要
件

　

昭
和
63
年
３
月
31
日
以
前
に
出

　

生
し
、
平
成
20
年
１
月
１
日
現

　

在
、
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次

　

の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
方
で
す
。

◇
10
a
（
１
０
０
０
㎡
）
以
上
の

　

農
地
に
つ
い
て
耕
作
業
務
を
営

　

む
方
（
農
業
経
営
主
）

◇
農
業
経
営
主
と
同
居
の
親
族
、

　

ま
た
は
配
偶
者
で
年
間
60
日
以

　

上
耕
作
業
務
に
従
事
す
る
方

■
申
請
方
法

　

農
政
協
力
員
（
農
事
組
合
長
）

　

か
ら
配
布
さ
れ
る
「
韮
崎
市
農

　

業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登

　

載
申
請
書
」
に
記
入
し
て
農
政

　

協
力
員
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
名
簿
登
載
要
件
を
満
た
す
方
で

　

申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
方
、

　

農
事
組
合
に
未
加
入
の
方
は
農

　

業
委
員
会
事
務
局
に
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
「
農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
」
は
、

　

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
申
請
書

　

を
基
に
毎
年
１
月
１
日
現
在
で

　

作
成
さ
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

農
業
委
員
会
事
務
局

（
内
線
２
２
６
）

種別（個人） 座席 年会費

大人 SS 指定席 メインスタンド 50,000 円

S 自由席 メインスタンド 35,000 円

AA 指定席 バックスタンド 40,000 円

A 自由席 バックスタンド 25,000 円

GH 自由席 ホームゴール裏 18,000 円

小中高 SS 指定席 メインスタンド 17,000 円

S 自由席 メインスタンド 9,000 円

AA 指定席 バックスタンド 13,000 円

A 自由席 バックスタンド 7,000 円

GH 自由席 ホームゴール裏 5,000 円

協力会員　※観戦チケットは別購入 5,000 円
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寒
波
が
来
て
気
温
が

マ
イ
ナ
ス
４
℃
以
下
に

な
る
と
水
道
管
が
凍
結

し
や
す
く
な
り
、
水
が

出
な
く
な
っ
た
り
破
裂

し
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

お
宅
の
水
道
管
は
大

丈
夫
で
す
か
？　

寒
波

が
到
来
す
る
前
に
、
保

温
材
な
ど
で
の
防
寒
措

置
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
凍
結
し
や
す
い

　

水
道
管

　

家
の
北
側
で
陽
の
当

た
ら
な
い
場
所
や
、
風

当
た
り
の
強
い
場
所
に
あ
る
水
道

管
、
ま
た
は
屋
外
で
む
き
出
し
に

な
っ
て
い
る
水
道
管
は
特
に
注
意

が
必
要
で
す
。

■
防
寒
措
置
の
方
法

　

水
道
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
て

い
る
部
分
や
蛇
口
部
分
が
破
裂
し

や
す
い
の
で
、

上
部
ま
で
完
全

に
保
温
材
を
巻

き
つ
け
、
さ
ら

に
保
温
材
の

上
か
ら
ビ
ニ
ー

ル
な
ど
を
巻
い

て
、
保
温
材
が

濡
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
温
材
は
市
販
の
物
も
あ
り
ま

す
が
、
身
近
な
物
と
し
て
毛
布
や

布
で
代
用
で
き
ま
す
。

■
水
道
管
が
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　

水
道
管
に
タ
オ
ル
や
布
を
か
ぶ

せ
、
そ
の
上
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
ま

ん
べ
ん
な
く
か
け
な
が
ら
、
ゆ
っ

く
り
気
長
に
溶
か
し
て
く
だ
さ
い
。

急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
水
道
管
や

蛇
口
が
破
裂
し
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
で
も
水
が
出
な
い
場
合
は
、

蛇
口
を
閉
め
て
自
然
に
溶
け
る
の

を
待
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
水
道
管
が
破
裂
し
た
ら

　

水
の
噴
出
を
止
め
る
た
め
に
宅

地
内
の
止
水
栓
を
閉
め
、
市
指
定

工
事
業
者
ま
た
は
上
水
道
組
合
に

修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。　

　

止
水
栓
の
場
所
が
分
か
ら
な
い

場
合
に
は
、
破
裂
し
た
部
分
に
タ

オ
ル
や
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど
で

応
急
処
置
を
し
て
修
理
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
敷
地
内
の
給
水
管
か
ら

蛇
口
ま
で
の
水
道
施
設
の
修
理
に

か
か
る
費
用
は
、
所
有
者
の
負
担

と
な
り
ま
す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も

水
道
管
の
凍
結
に
は
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※
年
末
年
始
の
修
理
は
左
表
の
指

　

定
業
者
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

◇
上
下
水
道
課
水
道
管
理
担
当

（
内
線
６
１
６
）

◇
上
水
道
組
合

☎
２
２
ー
３
１
３
６

水道管には凍結防止対策を！
寒波は水道管にとって大敵です

日　付 指定業者名 電　話

12 月 29 日 （土）
㈱日設管興 0551-23-1238

12 月 30 日 （日）

12 月 31 日 （月）
八 代 設 備 0551-25-5511

 1 月 1 日 （火）

 1 月 2 日 （水）
㈱甲栄興業 055-283-2074

 1 月 3 日 （木）

 1 月 4 日 （金）
㈲清水水道 0551-22-0956

 1 月 5 日 （土）

 1 月 6 日 （日） ㈲玉崎水道 0551-22-0969

　

平
成
20
年
４

月
に
、
小
中
学

校
（
特
別
支
援

学

校

の

小

学

部
・
中
学
部
を

含
む
）
へ
入
学
す
る
児
童
を
養
育

し
て
い
る
「
ひ
と
り
親
家
庭
」
の

親
（
父
母
の
な
い
児
童
の
養
育
者

を
含
む
）
の
方
で
、
次
の
要
件
に

該
当
す
る
場
合
に
は
、
入
学
の
支

度
金
・
祝
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

韮
崎
市
母
子
・
父
子
世
帯
等

小
中
学
校
入
学
祝
金

■
支
給
要
件

◇
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
、
市

　

内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
。

■
支
給
金
額

　

児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

山
梨
県
ひ
と
り
親
家
庭

小
中
学
校
入
学
支
度
金

■
支
給
要
件

◇
平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
、
山

　

梨
県
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
。

◇
生
活
保
護
の
受
給
世
帯
で
な
い

　

こ
と
。

◇
平
成
19
年
度
（
平
成
18
年
分
）

　

の
所
得
税
が
非
課
税
世
帯
で
あ

　

る
こ
と
。

■
支
給
金
額

　

児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

手
続
き
方
法
（
い
ず
れ
も
同
様
）

■
支
給
方
法

　

保
護
者
の
口
座
に
４
月
末
日
ま

　

で
に
振
り
込
み
ま
す
。

■
申
請
期
限

　

平
成
20
年
３
月
31
日
（
月
）

■
必
要
書
類
な
ど

◇
「
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給

　

者
証
」
の
写
（
受
給
者
の
み
）

◇
印
鑑

◇
申
請
書

※
福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当
窓
口

　

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

◇
申
請
者
（
保
護
者
）
の
通
帳

◇
平
成
19
年
１
月
２
日
以
降
に
転

　

入
さ
れ
た
方
は
、
前
住
所
地
の

　

課
税
証
明
書
が
必
要
に
な
る
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当

（
内
線
１
７
４
）

ひ
と
り
親
家
庭
の
み
な
さ
ん
へ

小
中
学
校
入
学
支
援
金
制
度
の
手
続
き
を
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■
手
続
き
方
法

　

毎
年
３
月
15
日
（
今
年
は
17
日
）

　

ま
で
に
、
次
の
と
お
り
手
続
き

　

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
控
除
対
象
年
度

　

平
成
20
～
28
年
度

■
控
除
額

　

次
の
①
②
の
い
ず
れ
か
小
さ
い

　

金
額
か
ら
所
得
税
額
（
改
正
後

　

税
率
）
を
差
し
引
い
た
額

①
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
可
能
額 

②
改
正
前
の
税
率
を
用
い
て
算
出

　

し
た
所
得
税
額

※
控
除
額
が
０
円
を
下
回
る
場
合
、

　

こ
の
申
告
は
不
要
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
市
民
税
担
当

（
内
線
１
５
３
～
１
５
５
）

　

国
（
所
得
税
）
か
ら
地

方
（
住
民
税
）
へ
の
税

源
移
譲
に
よ
り
、
多
く
の

方
は
所
得
税
が
減
額
と
な

り
、
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
（
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
）

額
が
控
除
し
き
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
11
～
18
年
末
ま
で

に
入
居
し
、
所
得
税
の
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
て

い
る
方
で
、
所
得
税
か
ら

控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
額

が
あ
る
場
合
は
、
翌
年
度

の
住
民
税
（
所
得
割
）
か

ら
控
除
で
き
ま
す
。

　

み
な
さ
ん

が
所
有
し
て

い
る
軽
自
動

車
な
ど
が
既

に
用
途
廃
止
、

解
体
、
行
方

不
明
な
ど
の

状
況
に
あ
る
場
合
で
も
、
所
定
の

手
続
き
を
取
ら
な
け
れ
ば
、
軽
自

動
車
税
は
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
要
綱
は
、
課
税
の
適
正
化

と
賦
課
徴
収
事
務
の
適
切
な
運
営

を
図
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
状
態

に
あ
る
軽
自
動
車
な
ど
に
つ
い
て
、

申
請
に
基
づ
き
実
態
を
調
査
し
、

課
税
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
状

況
に
あ
る
も
の
に
つ
い
て
、
課
税

取
消
ま
た
は
保
留
処
分
が
で
き
る

よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。

■
取
消
・
保
留
処
分
の
条
件

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
、
軽
自
動
車
税
を
取
消
・
保
留

処
分
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
盗
難
な
ど
の
被
害
に
よ
っ
て
軽

　

自
動
車
な
ど
の
所
在
が
不
明
と

　

な
っ
て
い
る
も
の

◇
火
災
や
車
体
を
解
体
し
た
こ
と

　

な
ど
に
よ
り
、
軽
自
動
車
な
ど

　

と
し
て
の
機
能
を
失
っ
た
も
の

◇
所
有
者
が
行
方
不
明
と
な
っ
て

　

い
る
も
の

◇
軽
自
動
車
検
査
証
の
有
効
期
間

　

を
６
か
月
以
上
経
過
し
て
お
り
、

　

当
該
軽
自
動
車
な
ど
が
存
在
し

　

な
い
と
推
定
で
き
る
も
の

◇
軽
自
動
車
な
ど
と
し
て
の
機
能

　

が
廃
さ
れ
、
道
路
に
お
い
て
運

　

行
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
状
態

　

に
あ
る
も
の

■
手
続
き
方
法

　

該
当
と
な
る

軽
自
動
車
な
ど

の
登
録
が
あ
り

課
税
取
消
・
保

留
処
分
の
申
請

を

す

る

方

は
、

税
務
課
に
備
え
付
け
て
あ
る
申
請

書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
軽
自
動
車
な
ど
の
登
録
、

移
転
、
抹
消
な
ど
に
つ
い
て
は
、

別
表
の
と
お
り
手
続
き
場
所
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
要
綱
を

適
用
し
課
税
取
消
・
保
留
処
分
を

し
た
場
合
で
も
所
定
の
場
所
で
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
要
綱
は
前
述
の
よ

「
韮
崎
市
軽
自
動
車
税
課
税
取
消
・

　

  
保
留
処
分
事
務
取
扱
要
綱
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た

住宅ローン控除を受ける方は
申告が必要ですのでご注意ください！

う
な
状
況
に
あ
り
、
軽
自
動
車
税

を
滞
納
し
て
い
る
所
有
者
の
課
税

の
免
除
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の

で
は
な
く
、
現
状
を
把
握
し
適
正

に
課
税
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
市
民
税
担
当

（
内
線
１
５
３
～
１
５
５
）

対象となる軽自動車などの区分 手続き場所

原動機付自転車 総排気量

５０cc 以下

市役所税務課市民税担当

（内線１５３～１５５）

５０cc 超   ９０cc 以下

９０cc 超１２５cc 以下

小型特殊自動車
農耕作業用（最高時速３５km/h 未満）

その他（最高時速１５km/h 以下）

軽自動車

２輪（１２５cc 超２５０cc 以下） 山梨県軽自動車協会 

笛吹市石和町唐柏７９１－１ 

☎０５５－２６２－７５４８

３輪（６６０cc 以下）

４輪（６６０cc 以下）

小型２輪（２５０cc 超）

山梨運輸支局 

笛吹市石和町唐柏１０００－９ 

☎０５５－２６１－０８８０

措
置

減少

所得税から控除しきれなかった住宅ローン
控除額を翌年度の住民税（所得割）から控除

所得税額
が減少

所得税額

住宅ローン
控除可能額

控除しきれ
なかった額

所得税
住宅ローン
控除額

納付すべき
住民税額

住民税
住宅ローン
控除額

これまで所得税から控除できた住宅ローン控除額が減少

本
来
納
付
す
べ
き
住
民
税
額

改
正
前
の
所
得
税
額

必要書類 提出先

確定申告を

する方

・確定申告書

・住宅借入金等特別

　税額控除申告書

・税務署

・税務課市民税担当

　（確定申告受付時）

確定申告を

しない方

・住民税申告書

　（源泉徴収票添付）

・住宅借入金等特別

　税額控除申告書

・税務課市民税担当

※毎年提出する必要がありますので、忘れない
　よう、ご注意ください。 
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医
療
費
が
増
大
し
て
い
く
な
か
、

現
役
世
代
と
高
齢
者
世
代
の
負
担

を
明
確
に
し
、
公
平
で
わ
か
り
や

す
く
、
安
心
し
て
医
療
保
険
を
利

用
で
き
る
よ
う
、
新
た
な
高
齢
者

医
療
制
度
「
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
医
療
保
険
制
度

が
大
幅
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

医
療
機
関
窓
口
で
の

自
己
負
担
割
合
が
変
わ
り
ま
す

■
義
務
教
育
就
学
前
の
子
ど
も
の

　

自
己
負
担
割
合
が
２
割
に

　

医
療
機
関
を
受
診
し
た
と
き
の

自
己
負
担
割
合
は
、
現
在
３
歳
未

満
の
子
ど
も
は
２
割
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
は
、

「
義
務
教
育
就
学
（
小
学
校
入
学
）

前
」
ま
で
に
拡
大
さ
れ
、
６
歳
に

達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
３
月
31

日
ま
で
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
「
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
」　

　

は
継
続
さ
れ
ま
す
。

■
70
～
74
歳
の
方
が
窓
口
で
支
払
う

　

自
己
負
担
割
合

　

当
初
、
70
～
74
歳
（
※
）
で
医

療
機
関
を
受
診
し
た
と
き
の
自
己

負
担
割
合
が
１
割
の
方
は
、
平
成

20
年
４
月
か
ら
一
律
２
割
負
担
に

変
わ
る
予
定
で
し
た
。

　

し
か
し
、
国
の
方
針
に
よ
り
１

年
間
据
え
置
き
、
平
成
21
年
４
月

か
ら
２
割
負
担
と
な
る
見
込
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
一
部
の

方
に
対
し
て
は
、

平
成
20
年
４
月
か

ら
２
割
負
担
に
な

る
と
い
う
内
容
が

記
載
さ
れ
た
高
齢

者
受
給
者
証
が
既

に
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
正
式

に
内
容
が
固
ま
っ
た
段
階
で
再
発

行
し
ま
す
。

※
既
に
３
割
負
担
の
方
、
後
期
高

　

齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
る

　

一
定
の
障
害
認
定
を
受
け
た
方

　

は
除
き
ま
す
。

75
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す

　

75
歳
以
上
の

方
（
65
歳
以
上

で
一
定
の
障
害

が
あ
る
方
を
含

む
）
は
、
現
在

の
「
老
人
保
健

制
度
」
か
ら
、
新
た
な
高
齢
者
医

療
制
度
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

医
療
機
関
を
受
診
し
た
と
き
の

自
己
負
担
割
合
は
変
わ
り
ま
せ
ん

が
、
表
１
の
と
お
り
変
更
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
で
は
「
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
」
を
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら

お
う
と
制
度
の
概
要
を
詳
し
く
紹

介
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、

こ
の
制
度
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を

い
ち
早
く
掲
載
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
退
職
者
医
療
制
度
」
の

対
象
者
が
65
歳
未
満
に
な
り
ま
す

　

厚
生
年
金
を

20
年
以
上
（
ま

た
は
40
歳
以
降

10
年
以
上
）
納

め
て
退
職
し
、

現
在
年
金
を
受

給
し
て
い
る
方
と
そ
の
被
扶
養
者

は
「
退
職
者
医
療
制
度
」
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

　

現
行
で
は
75
歳
未
満
で
あ
っ
た

対
象
年
齢
が
、
平
成
20
年
４
月
か

ら
は
65
歳
未
満
に
変
わ
り
ま
す
。

現
在
「
退
職
者
医
療
制
度
」
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
65
歳
以
上
の
方

に
は
、
３
月
末
に
一
般
の
保
険
証

を
送
付
し
ま
す
が
、「
退
職
者
医
療

制
度
」
か
ら
一
般
の
「
国
民
健
康

保
険
」
に
変
わ
る
こ
と
で
、
自
己

負
担
額
等
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
加
入
の
み
な
さ
ま
へ

平
成
20
年
４
月
か
ら
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
す

老人保健制度 後期高齢者医療制度

制度の
仕組み

国民健康保険や会社の医療保険など
に加入しながら「老人保健制度」で
医療を受けます。

７５歳以上のすべての方を対象とし
た後期高齢者のための独立した制度
です。この制度に加入するときは、
それまで加入していた医療保険を脱
退することになります。

被保険者
○７５歳以上の方
○６５歳以上で一定の障害のある方

○７５歳以上の方
○６５歳以上で一定の障害のある方

窓口負担 １割（現役並み所得者３割） １割（現役並み所得者３割）

保険証
保険証（国保・健保など）
医療受給者証

後期高齢者医療被保険者証が１人に
１枚交付されます。
※医療受給者証は発行しません

保険料 各医療保険制度の保険料
被保険者全員が納め、原則年金から
の天引き（特別徴収）
※年金受給額 18 万円以上

運営主体 市町村 山梨県後期高齢者医療広域連合

表１　後期高齢者医療制度でこう変わります

（注１）平成２０年４月から一律２割負担に変わる予定でしたが、１年間は
          １割負担を据え置き、平成２１年４月からとなる見込みです。

（注２）現役並み所得とは（現時点での予定）
　　　同一世帯に住民税の課税所得１４５万円以上の後期高齢者医療被保険者がいる方
　　　（７０歳以上の国保被保険者も同様）
　　　ただし、次に該当する方については、申請し認定を受けると、１割負担になります。
　　　◇同一世帯に被保険者が１人の場合、被保険者の収入額が３８３万円未満の方
　　　◇同一世帯に被保険者が２人以上の場合、被保険者の収入の合計が５２０万円未
　　　　満の方

３
歳

就
学

70
歳

74
歳

75
歳

２割 ３割
現役並み所得者　３割
一　般　　　　　１割

２割 ３割 一般 ２割 一般 １割

現役並み所得者　３割

後期高齢者
医療制度

平成２０年４月～

（注１）

（注２）

老人保険制度

前期高齢者
医療制度

医療機関窓口での自己負担割合
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「
国
民
健
康
保
険
税
」
の

課
税
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　

次
の
３
つ
の
合

計
額
が
「
国
民
健

康
保
険
税
」
と
し

て
世
帯
主
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

◇
医
療
保
険
分

◇
後
期
高
齢
者
医
療
支
援
分

◇
介
護
保
険
分
（
40
～
64
歳
の
方
）

※
平
成
20
年
度
の
税
率
な
ど
詳
細  

　

は
、
追
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
国
民
健
康
保
険
税
」
の
納
付
が

年
金
天
引
き
に
な
り
ま
す

　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方
は
、

「
国
民
健
康
保
険
税
」
の
納
付
が
、

原
則
、
年
金
か
ら
天
引
き
（
特
別

徴
収
）
と
な
り
ま
す
。

◇
「
国
民
健
康
保
険
」
加
入
者
が

　

65
歳
以
上
の
み
の
世
帯

◇
年
金
給
付
額
が
年
額
18
万
円
以

　

上
の
世
帯
主
（
国
保
に
加
入
し

　

て
い
な
い
世
帯
主
を
除
く
）

◇
「
国
民
健
康
保
険
税
」
と
「
介

　

護
保
険
料
」
を
合
算
し
た
額
が
、

　

年
金
給
付
額
の
半
分
未
満
の
方

※
条
件
に
該
当
し
な
い
方
は
、
こ

　

れ
ま
で
ど
お
り
、
納
付
書
、
ま

　

た
は
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
と

　

な
り
ま
す
。

「
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
」

が
創
設
さ
れ
ま
す

　

「
医
療
保
険
」
お
よ
び
「
介
護
保

険
」
双
方
の
自
己
負
担
額
が
高
額

に
な
る
場
合
に
、
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、「
高
額
医
療
・
高
額
介
護

合
算
制
度
」
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
医
療
費
が
高
額
に
な
っ

た
世
帯
に
「
介
護
保
険
」
の
受
給

者
が
い
る
場
合
、「
医
療
保
険
」
と

「
介
護
保
険
」
の
年
間
の
自
己
負
担

額
を
合
算
し
、
一
定
の
限
度
額
（
表

２
参
照
）
を
超
え
た
場
合
に
、
超

え
た
額
が
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

療
養
病
棟
入
院
時
の
食
費
・
居
住
費

の
負
担
対
象
年
齢
が
変
わ
り
ま
す

　

現
在
70
歳
以

上
の
方
と
、「
老

人
保
健
」
で
医

療
を
受
け
て
い

る
方
が
療
養
病

床
に
入
院
し
た

場
合
に
負
担
し
て
い
る
食
費
と
居

住
費
を
、
新
た
に
65
～
69
歳
の
方

に
も
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

「
特
定
健
診
」、「
特
定
保
健
指
導
」

が
は
じ
ま
り
ま
す

　

40
～
74
歳
の
被
保
険
者
を
対
象

に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
に
着
目
し
た
「
特
定
健
診
」
が

始
ま
り
ま
す
。

　

健
診
後
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
の
該
当
者
を
把
握
し
、

「
特
定
保
健
指
導
」（
生
活
改
善
指

導
）
を
行
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

◇
市
民
課
国
保
医
療
担
当

（
内
線
１
２
７
～
１
２
９
）

◇
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　

連
合

☎
０
５
５
ー
２
３
６
ー
５
６
７
１

〈h
ttp

://w
w

w
.y

a
m

a
n

a
s
h

i-

iryoukouiki.jp/

〉

７０歳未満の方 ７０～７４歳の方 後期高齢者医療制度

上位所得者
１２６万円

現役並み所得者
６７万円

現役並み所得者
６７万円

一般
６７万円

一般
６２万円

一般
５６万円

住民税非課税世帯
３４万円

低所得者Ⅱ
３１万円

低所得者Ⅱ
３１万円

――――――
低所得者Ⅰ

１９万円
低所得者Ⅰ

１９万円

表２　高額医療・高額介護合算制度の限度額（年額）

　

国
民
年
金
は
、
日

本
に
在
住
す
る
20
歳

か
ら
60
歳
未
満
の
す

べ
て
の
方
が
加
入
し
、

保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
本
人

以
外
に
、
世
帯
主
、
配

偶
者
の
方
に
も
、
保
険

料
を
連
帯
し
納
付
す

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

■
公
平
性
を
確
保
す

　

る
た
め
に

　

十
分
な
所
得
や
資

産
が
あ
り
な
が
ら
、
度

重
な
る
納
付
督
励
に

も
応
じ
な
い
未
納
者

に
対
し
て
は
他
の
納
付
者
と
の

公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
国

税
徴
収
法
に
基
づ
き
財
産
の
差

押
え
を
執
行
し
て
お
り
、
山
梨

社
会
保
険
事
務
局
で
は
平
成
17

年
７
月
～
平
成
19
年
９
月
末
ま

で
に
３
０
０
件
以
上
の
財
産
な

ど
の
差
押
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
料
は
納
付
期
限
日
（
翌

月
末
日
）
ま
で
に
必
ず
納
め
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
保
険

料
の
納
付
が
困

難
な
場
合
は
、

保
険
料
の
免
除

未納のままにしておくと財産差押さえの対象に
国民年金は納付期限日までに納付を

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
役

所
、
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
納
付
さ
れ
た
保
険
料
は
、
確

　

定
申
告
や
年
末
調
整
の
際
に

　

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に

　

な
り
ま
す
。

■
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

　

便
利
で
お
得
な
口
座
振
替
で

　

口
座
振
替
を

利
用
し
て
国

民
年
金
保
険
料

を
一
括
で
納
め

る
と
、
現
金
で

納
め
る
よ
り
割

引
額
が
大
き
く
大
変
お
得
で
す
。

ま
た
、
自
動
的
に
引
き
落
と
す

た
め
、
収
め
忘
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
せ
ん
。
便
利
で
確
実
な
口

座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
は
、
年
金
手
帳

（
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も

の
）、
通
帳
、
印
鑑
を
ご
用
意
の

う
え
、
社
会
保
険
事
務
所
ま
た

は
ご
利
用
の
金
融
機
関
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

竜
王
社
会
保
険
事
務
所

　

国
民
年
金
業
務
課

☎
０
５
５
ー
２
７
８
ー
１
１
０
４
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広報では、武田の里にらさきで行われる行事や、

あなたの身の回りの話題を募集しています。

市役所企画財政課企画推進担当

☎ 22‐1111（内線 356）までご連絡ください。

「思いやりの心・かけがえのない命を大切に」

　１２月４日～１０日の「人権週間」にちなんで、
１２月４日に韮崎駅前で人権に関する啓発活動が
行われました。
　当日は、「育てよう一人一人の人権意識」をテー
マに人権擁護委員のみなさんがチラシを配ったり、
大きな声で人権の大切さを呼びかけていました。

「“武田の里にらさき”を全国発信！」 「心のこもったクリスマスプレゼント」

　武田氏最後の城「新府城」跡からは様々な埋蔵物
が見つかっており、当時、巨大な城が築かれていた
ことがうかがえます。
　１２月１６日に開催された「新府城跡発掘調査見
学会」には、北風の吹く寒い日にもかかわらず、こ
の貴重な発掘現場を一目見ようと大勢の方が集ま
り、説明を聞きながら散策を楽しみました。

　１２月５日、藤井公民館の手芸部のみなさん
が手作りした巾着袋が、静心寮の入寮者にプレ
ゼントされました。
　「元気に過ごしてください」と巾着袋を手渡さ
れると、まるで子どもに戻ったように、うれし
そうな笑顔を浮かべ「ありがとうございます。
大切に使わせてもらいます。」とお礼をしていま
した。

　NHK の大河ドラマ「風林火山」に合わせ開催されて
いる「風林火山博」で、「武田氏発祥・終焉の地にらさき」
の特別展示が行われました。
　会場では、初公開となる江戸時代に描かれた新府城
絵図や、勝頼夫人の祈願文などが展示され、県内外か
ら訪れた観光客が興味深く見入っていました。
　今回の特別展示は「武田の里にらさき」を全国に
PRする良い機会となりました。

「戦国時代に思いを馳せる」
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　花形友夫円野駐在所長の呼びかけで、１２月１２日に北
西児童センターで防犯・交通安全についての講習会とクリ
スマスリース作りが行われました。
　リースに取り付けたカードには、子どもたちが安全に生
活するための目標を書き込み「クリスマスツリーと一緒に
飾るんだ」と、クリスマスが待ちきれない様子でした。

「待ちどうしいなクリスマス！」

「にらさきの歴史再発見！」
　大鳥居や神社などを巡りながら信仰の山“苗敷山”を登る
「ふるさと歴史再発見ウォーク」が１１月２３日に開催され、
地域の歴史について楽しく学ぶことができました。
　山登りの道中は、みなさん少々きつそうでしたが頂上に到
着して穂見神社奥宮本殿を目にしたときや、韮崎・甲府方面
の眺望が開けたときには大きな歓声があがっていました。

「一足早い大掃除」

「明るく安全なまちを目指して」

　１２月５日、東京電力㈱山梨支店の尾
崎愛太郎支店長より ｢ 明るく安全なまち
づくりに ｣ と、市に防犯灯１５基が寄贈
されました。
　市では、この防犯灯を地域の安全確保
のため市内に設置し、安全で住みやすい
まちづくりに役立てていきます。

　市民の安全を守るため、蜂の駆除などを行っ
ている“蜂・愛好会”のみなさんによる社会
奉仕活動が、１２月１４日に静心寮で行われ
ました。
　この奉仕活動は、お年寄りが気持ちよく寮
を利用できるようにと毎年続けられ、当日は
樋にたまった落ち葉の除去や、窓拭きなどの
清掃作業を行ってくれました。



　

サ
ン
メ
ド
ウ

ズ
大
泉
・
清
里

ス
キ
ー
場
で
開

催
さ
れ
る
２
種

類
の
ス
ク
ー
ル

（
親
子
ス
キ
ー

教
室
、
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル
）
で
は
、

初
心
者
か
ら
エ
キ
ス
パ
ー
ト
・
ご

年
配
の
方
ま
で
指
導
し
て
も
ら
え

ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
ス
キ
ー
に
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
親
子
ス
キ
ー
教
室

◇
日
時
・
場
所
（
全
２
回
）

　

１
月
27
日（
日
）、２
月
17
日（
日
）

◇
参
加
資
格

　

市
内
在
住
の
親
子
、
ま
た
は
韮

　

崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
の
方

◇
定
員　

50
名
（
親
子
25
組
程
度
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

※
必
ず
保
護
者
同
伴
で
参
加
し
て

　

く
だ
さ
い
。

◇
参
加
料

　

１
人
（
１
日
）
２
千
円

※
リ
フ
ト
代
・
昼
食
・
用
具
レ
ン

　

タ
ル
料
な
ど
は
個
人
負
担
で
す
。

◇
申
込
期
限　

　

各
開
催
日
の
10
日
前
ま
で

■
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル

◇
日
時
・
場
所
（
全
６
回
）

　

１
月
26
日
（
土
）・
27
日
（
日
）

　

２
月
16
日
（
土
）・
17
日
（
日
）

　

３
月
１
日
（
土
）・
２
日
（
日
）

◇
定
員　

20
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

◇
参
加
料

　

１
人
（
１
日
）
千
円

※
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
は
無
料

◇
申
込
期
限　

　

各
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で

※
原
則
と
し
て
現
地
集
合
・
解
散
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
参
加

　

者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

N
P
O
韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

☎
２
１
ー
２
２
５
５

 

２
１
ー
２
２
５
５

　

市
で
は
、
大
学
や
短
大
、
各
種

専
門
学
校
に
進
学
を
希
望
し
、
経

済
的
に
修
学
困
難
な
方
を
対
象
に
、

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
資
格
要
件

◇
大
学
生
、
短
大
生
お
よ
び
各
種

　

専
門
学
校
生

◇
学
業
、
人
物
が
優
れ
健
康
な
者

◇
学
資
の
支
弁
が
困
難
で
あ
る
者

◇
市
内
に
住
所
の
あ
る
者
の
子
弟

■
貸
付
額　

年
額
24
万
円

※
10
年
以
内
に
年
賦
返
済
無
利
子

■
申
込
書
類

　

教
育
課
学
校
教
育
担
当
窓
口
、

　

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

入
手
で
き
ま
す
。

■
申
込
期
間

　

３
月
21
日
（
金
）
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
課
学
校
教
育
担
当

　
　
　
　
　
　
　

（
内
線
２
６
４
）

<http://w
w

w
.city.nirasaki.lg

.jp/

m
anabu/kyouiku/shinsei/shoshiki.htm

>
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ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
到
来

ス
キ
ー
教
室
参
加
者
募
集

　

国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
、
教

育
に
か
か
る
ご
家
庭
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
目
的
に
「
国
の
教
育

ロ
ー
ン
」
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

入
学
時
や
在
学
中
の
費
用
と
し
て

利
用
で
き
ま
す
の
で
、
志
望
校
が

決
ま
り
次
第
お
早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
融
資
対
象
者

　

学
校
（
高
等
学
校
、
短
期
大
学
、

　

大
学
、
専
修
・
各
種
学
校
な
ど
）

　

に
入
学
・
在
学
さ
れ
る
方
の
保

　

護
者
で
、
世
帯
の
年
間
収
入
が

　

次
に
該
当
す
る
方

◇
給
与
所
得
者　

９
９
０
万
円
以
内

◇
事
業
所
得
者　

７
７
０
万
円
以
内

※
６
か
月
以
上
の
留
学
資
金
も
対

　

象
に
な
り
ま
す
。

高
校
・
大
学
な
ど
の
修
学
支
援

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

大
学
・
専
門
学
校
等
へ
の
就
学
支
援

韮
崎
市
育
英
奨
学
金

今月の納税
税目 納期限

市県民税（普通徴収）

第４期
１月３１日（木）

国民健康保険税

第８期

　市税が定められた納期
限を過ぎても納付されな
い場合は、納期内に納付
した方との公平性を図る
ため、経過日数により一
定の割合で計算された延
滞金（年１４．６％）が加
算されます。延滞金が加
算されない
よう納期内
納付を心が
けましょう。

■お問い合わせ　
　収納課
 （内線１６５・１６６）

納税は納期限内に
お願いします



■
委
嘱
期
間

　

４
月
１
日
か
ら
１
年
間

■
謝
礼　

お
支
払
い
し
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

ハ
ガ
キ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
に

　

て
、
表
題
に
「
モ
ニ
タ
ー
希
望
」

　

と
記
入
し
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

　

電
話
番
号
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、

　

性
別
、
年
齢
、
職
業
、
応
募
動
機
、

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
任
意
）
を

　

明
記
し
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
モ
ニ
タ
ー
を
お
願
い
す
る
方
に

　

は
３
月
末
ま
で
に
委
嘱
状
を
送

　

付
し
ま
す
。

■
応
募
期
間

　

１
月
21
日
（
月
）

　

～
２
月
25
日
（
月
）

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

総
務
省
関
東
総
合
通
信
局

　

電
気
通
信
事
業
課

　

〒
１
０
２
ー
８
７
９
５

　

千
代
田
区
九
段
南
１
ー
２
ー
１

☎
０
３
ー
６
２
３
８
ー
１
６
７
６

m
onitor-kanto@

rbt.soum
u.go.jp

　

産
業
技
術
の
高
度
化
、
情
報
化

が
進
展
す
る
中
で
、
幅
広
い
知
識

■
融
資
限
度
額

　

学
生
１
人
に
つ
き
２
０
０
万
円

■
返
済
期
間　

10
年
以
内

※
交
通
遺
児
家
庭
ま
た
は
母
子
家

　

庭
の
方
は
１
年
の
延
長
可
能

■
利
率　

年
2.5
％
（
11
月
現
在
）

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

国
民
生
活
金
融
公
庫
甲
府
支
店

☎
０
５
５
ー
２
２
４
ー
５
３
６
１

　

総
務
省
で
は
電
気
通
信
サ
ー
ビ

ス
を
誰
も
が
安
心
・
快
適
に
利
用

で
き
る
よ
う
、
み
な
さ
ん
の
ご
意

見
、
ご
要
望
を
行
政
に
反
映
さ
せ

る
た
め
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

　

の
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
心

　

の
あ
る
20
歳
以
上
の
方
で
、
総

　

務
省
お
よ
び
電
気
通
信
事
業
者

　

に
勤
務
経
験
の
あ
る
方
や
、
そ

　

の
家
族
を
除
き
ま
す
。

■
活
動
内
容

◇
ア
ン
ケ
ー
ト
（
年
２
回
）

◇
会
議
へ
の
出
席
（
年
１
回
）

※
別
途
出
席
を
お
願
い
す
る
方

15

や
高
度
な
技
術

を
学
び
、
将
来
産

業
界
で
活
躍
で

き
る
実
践
技
術

者
の
育
成
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
学
科

　

生
産
技
術
、
電
子
技
術
、
情
報

　

技
術
、
観
光
ビ
ジ
ネ
ス

■
応
募
資
格

　

高
等
学
校
卒
業
者
、
ま
た
は
平

　

成
20
年
３
月
卒
業
見
込
者

■
試
験
日
・
会
場

　

２
月
６
日
（
水
）

　

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
３
０
８

■
試
験
科
目

　

面
接
試
験
、
数
学
（
生
産
・
電

　

子
・
情
報
技
術
科
）、
英
語
（
観

　

光
ビ
ジ
ネ
ス
科
）

■
願
書
受
付
期
間

　

１
月
15
日
（
火
）
～
29
日
（
火
）

■
訓
練
期
間　

２
年

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

☎
０
５
５
３
ー
３
２
ー
５
２
０
１

 

０
５
５
３
ー
３
２
ー
５
２
０
３

<http://w
w

w
.yitjc.ac.jp>

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス

モ
ニ
タ
ー
募
集

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

平
成
20
年
度
入
学
生
募
集

　◆広報にらさき（紙面広告）
　・２色刷りページ１枠（縦 50mm ×横 85mm）
　　月額１０，０００円

　◆韮崎市ホームページ（バナー広告）
　・トップページ１枠（縦 60pixel ×横 150pixel）　
　　月額　５，０００円

※デザイン・色彩等は、紙面・WEB ページと調和
　のとれたものとし、市と広告主との間で協議の
　うえ決定します。

※掲載する広告（広報）のほぼ原寸大のサイズです。

広告募集
　「広報にらさき」および
「韮崎市ホームページ」に、
有料で広告掲載を希望す
る広告主を募集します。

申込方法については、企画財政課までお問い合
わせいただくか、ホームページをご覧ください。
■お問い合わせ
　企画財政課企画推進担当（内線３５６）

※掲載するバナー広告（HP）の
　サイズ（イメージ）になります。

韮崎市ホームページ
（h t t p : / /www . c i t y .
nirasaki.lg.jp）へアクセス

　

放
送
大
学
は
、

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
を
利
用
し
て

授
業
を
行
う
通

信
制
の
大
学
で
、

あ
な
た
の
資
格
取
得
・
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
放
送
大
学
山
梨
学
習
セ

ン
タ
ー
で
は
、
随
時
１
日
体
験
入

学
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

学
習
方
法
や
授
業
内
容
に
関
心

の
あ
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

■
入
学
資
格

◇
教
養
学
部
は
15
歳
以
上
で
あ
れ

　

ば
誰
で
も
入
学
で
き
ま
す
。

◇
大
学
院
の
修
士
選
科
生
・
修
士

　

科
目
生
は
、
18
歳
以
上
で
あ
れ

　

ば
誰
で
も
無
試
験
で
入
学
で
き

　

ま
す
。

■
出
願
期
間　

　

２
月
29
日
（
金
）
ま
で

※
大
学
本
部
必
着

■
お
問
い
合
わ
せ

　

放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
ー
２
５
１
ー
２
２
３
８

 

０
５
５
ー
２
５
１
ー
２
１
９
３

<http://w
w

w
.u-air.ac.jp>

平
成
20
年
度
入
学
生
募
集

自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス「
放
送
大
学
」



　

交
通
費
・
教
材
費
・
ク
ラ
ブ
活

　

動
・
研
修
旅
行
に
要
す
る
経
費
、

　

傷
害
保
険
な
ど
を
負
担
し
て
い

　

た
だ
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

県
中
北
教
育
事
務
所

☎
２
３
ー
３
０
０
７

　

「
経
皮
毒
」
と

い

う

言

葉

を

知
っ
て
い
ま
す

か
？　

こ
れ
は

化
学
物
質
が
皮

膚
か
ら
体
内
に

入
り
、
有
害
な

作
用
を
起
こ
す
現
象
で
す
。

　

食
べ
物
や
建
材
、
公
害
問
題
に

目
を
向
け
る
人
は
多
い
で
す
が
、

身
近
に
あ
る
日
用
品
に
含
ま
れ
る

有
害
物
質
の
危
険
性
に
つ
い
て
は

ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。

　

家
族
の
健
康
を
守
る
た
め
、
日

用
品
に
よ
る
「
経
皮
毒
」
に
つ
い

て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
・
場
所

　

２
月
３
日
（
日
）

　

14
時
～
16
時
30
分

　

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館（
甲
斐
市
）

16

　

山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会
で

は
ボ
ー
ド
壁
、
鉄
、
木
な
ど
の
塗

装
方
法
を
実
習
を
と
お
し
て
学
ぶ

「
塗
装
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

　

３
月
４
日
（
火
）
９
～
16
時

　

山
梨
県
中
小
企
業
人
材
開
発
セ

　

ン
タ
ー

　
■
講
師　

山
梨
県
塗
装
工
業
会

■
定
員　

30
名

※
最
少
開
講
人
数
15
名

■
受
講
料　

３
１
５
０
円

■
お
申
し
込
み
方
法

　

２
月
25
日
（
月
）
ま
で
に
電
話

　

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
県
中
小
企
業
人
材
開
発
セ

　

ン
タ
ー

　

甲
府
市
大
津
町
２
１
３
０
ー
２

☎
０
５
５
ー
２
４
３
ー
４
９
１
６

　

山
梨
こ
と
ぶ

き
勧
学
院
で
は

高
齢
者
の
生
き

が
い
づ
く
り
支

援
と
、
活
力
に

満
ち
た
地
域
づ

く

り

の

た

め
、

指
導
者
養
成
を
目
的
と
し
た
講
座

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
生
涯
学
習
の
指
導
者

と
し
て
、
地
域
で
活
躍
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

■
応
募
資
格

　

県
内
在
住
の
概
ね
60
歳
以
上
で
、

　

健
康
で
学
習
意
欲
が
あ
り
通
学

　

が
可
能
な
方
。

■
募
集
人
数　

40
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

１
月
21
日
（
月
）
か
ら

■
修
業
年
限　

２
年
間

■
費
用

　

基
本
学
習
費
、
学
習
場
所
へ
の

本
当
に
こ
わ
い
日
用
品

「
経
皮
毒
」
講
演
会

■
講
師

◇
帝
京
平
成
看
護
短
期
大
学
教
授

　

稲
津
教
久
氏

◇
経
皮
毒
研
究
会
代
表

　

山
下
玲
夜
氏

■
チ
ケ
ッ
ト

　

前
売　

１
０
０
０
円

　

当
日　

１
５
０
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ

　

ハ
ミ
ン
グ
バ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク

　

ト
事
務
局

☎
０
８
０
ー
２
０
０
１
ー
５
２
２
５

<http://w
w
w
.geocities.jp/h_bird23/>

　

（
財
）
関
東
電
気
保
安
協
会
で

は
地
域
や
職
場
な
ど
へ
お
伺
い
し
、

電
気
を
安
全
に
効
率
よ
く
お
使
い

い
た
だ
く
た
め
、
無
料
で
出
前
講

習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時
・
会
場

　

打
ち
合
わ
せ
に
て
決
定
し
ま
す
。

※
日
曜
、
祭
日
を
除
く
10
～
17
時

　

の
開
催
と
な
り
ま
す
。

■
内
容

　

説
明
、
実
験
・
実
演
な
ど

■
定
員　

５
～
30
名
程
度

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み    

　

（
財
）
関
東
電
気
保
安
協
会

　

山
梨
事
業
本
部
広
報
担
当　

岡

☎
０
５
５
ー
２
２
８
ー
３
２
０
０

　

県
で
は
、
環

境
保
全
の
啓
発

や
、
環
境
保
全

活
動
支
援
の
た

め
、
地
域
で
行

わ
れ
る
学
習
会

や
研
修
会
な
ど

に｢

環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー｣

を
無

料
で
派
遣
し
て
い
ま
す
。

■
派
遣
対
象

　

地
域
活
動
グ
ル
ー
プ
、
町
内
会
、

　

学
校
、
P
T
A
な
ど
の
団
体

■
対
象
事
業

　

自
然
保
護
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
ゴ

　

ミ
減
量
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

　

環
境
保
全
活
動
や
地
球
環
境
問

　

題
に
関
す
る
学
習
会
や
、
学
校

　

で
の
環
境
学
習
な
ど

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

中
北
林
務
環
境
事
務
所　
　
　

☎
２
３
ー
３
０
９
０

塗
装
に
つ
い
て
学
ぼ
う

「
塗
装
教
室
」
開
催

地
域
で
活
躍
し
よ
う

「
山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
」

身
近
な
電
気
の
お
勉
強

電
気
安
全
出
前
講
習
会

学
習
会
・
研
修
会
に
派
遣
し
ま
す

「
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
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◆市民栄養相談（要予約）
 「食」に関する心配ごとや疑問の相談
※予約は保健福祉センター（☎２３ー４３１０）
　にて電話受付

◆心配ごと相談
生活・身の上等の日常生活の悩みに関する相談
毎週月曜日　１０：００〜１５：００
市役所にて

◆行政相談
国や県、市の行政などについての相談
第１・３月曜日　１３：００〜１５：００
市役所にて

◆無料法律相談（要予約）
法律的な相談であればどんな内容でも可
１月の相談は、２４日（木）１３：００〜
相談時間は、１人３０分以内
※予約受付は、１月１０日（木）９：００〜
企画財政課（内線３５６）で電話受付

◆物忘れ相談
認知症予防・介護についての相談
毎月第２火曜日　９：３０〜１６：００
保健福祉センターにて

◆家庭児童相談
子どもや家庭に関する悩みの相談
毎週木曜日　１０：００〜１６：００
市民会館にて

◆学校教育相談
学習・いじめ・不登校など学校教育に関する
悩みや不安の相談
毎週月・火・水曜日　９：３０〜１６：００
市民会館にて

◆結婚相談（要予約）
結婚相手の紹介や相談に応じ、幸せな家庭が築け
るよう協力
毎週火・金曜日　１３：００〜１６：００
市民会館１階結婚相談所にて（☎２２ー９７１１）

祖母石、一ツ谷、水神、1 〜５丁目、若宮、旭、日の出、西町、富士
見ヶ丘、中島、高河原 ( 韮崎駅経由 ) 　　　　　　　　１７日 ( 木 )

富士見、岩下、上の山 ( 韮崎駅経由 )      　　　　　　２１日 ( 月 )

穂坂町権現沢、上の原、上今井、
原、長久保 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　２２日 ( 火 )

穂坂町日の城、三之蔵、
三ッ沢上下、飯米場　　　　　　　　  　　　　　　２３日 ( 水 )

穂坂町柳平、宮久保、鳥の小池 ２４日 ( 木 )

藤井町全区 ７日 ( 月 )・２５日 ( 金 )

中田・穴山町全区 ８日 ( 火 )・２８日 ( 月 )

円野町全区  ( 一ツ谷経由 ) ９日 ( 水 )・３０日 ( 水 )

清哲、神山町全区  ( 一ツ谷経由 ) １１日 ( 金 )・３１日 ( 木 )

旭町全区  ( 一ツ谷経由 ) １５日 ( 火 )

大草・竜岡町全区                                                              １６日 ( 水 )

老壮大学 １８日 ( 金 )

こぶしボランティア大会 ２９日 ( 火 )

こぶし号 老人福祉センターバス （１月巡回日程）

巡回日程に変更がある場合は、
区長を通じて連絡します。
お問い合わせ　老人福祉センター
　　　　 （☎22-6944/ 22-6980）

　

リ
ハ
ビ
リ
に
関
す
る
事
柄
に
つ

い
て
、
無
料
で
専
門
家
が
親
切
に

応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
内
容

　

リ
ハ
ビ
リ
に
関
す
る
こ
と
全
般

　

（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
、

　

サ
ー
ビ
ス
利
用
・
制
度
、
福
祉

　

用
具
・
住
宅
改
修
な
ど
）

■
受
付
時
間

　

月
～
土
曜
日　

９
～
17
時

※
祝
祭
日
・
年
末
年
始
を
除
く

■
相
談
員

　

リ
ハ
ビ
リ
専
門
医
師
を
始
め
と

　

す
る
専
門
ス
タ
ッ
フ　
　
　
　

　
　■

お
問
い
合
わ
せ

◇
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　

広
域
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
ー
２
６
２
ー
８
１
８
１

◇
県
長
寿
社
会
課

☎
０
５
５
ー
２
２
３
ー
１
４
５
０

　

賃
金
・
退
職

金
や
労
働
時
間

な
ど
の
労
働
条

件
、

採

用

や

退
職
、
労
務
管

理
の
改
善
な
ど
、

労
働
に
関
す
る

様
々
な
悩
み
や
疑
問
を
も
っ
て
い

ま
せ
ん
か
？

　

１
人
で
悩
ま
ず
に
専
門
の
相
談

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
内
容
な
ど
の
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日
時

　

月
～
金
曜
日

　

８
時
30
分
～
17
時

※
祝
祭
日
・
年
末
年
始
を
除
く

■
相
談
方
法

　

電
話
ま
た
は
来
所
に
て
相
談
に

　

応
じ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

中
小
企
業
労
働
相
談
所

　

甲
府
市
丸
の
内
１
ー
８
ー
５

　

（
県
民
情
報
プ
ラ
ザ
２
階

　
　
　

県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
５
５
ー
２
２
３
ー
１
３
６
９

 

０
５
５
ー
２
２
３
ー
１
３
６
８

お
気
軽
に
ご
利
用
を

リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
の
ご
相
談

勤
労
者
や
経
営
者
の

悩
み
や
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す



■
日
時
・
場
所

　

１
月
12
日
（
土
）
～
14
日
（
月
）

　

２
泊
３
日

　

県
立
八
ヶ
岳
少
年
自
然
の
家

　

北
杜
市
高
根
町
清
里
３
５
４
５

■
費
用　

４
４
０
０
円

※
宿
泊
、
食
事
、
保
険
、
教
材
費

■
定
員　

30
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

県
立
八
ヶ
岳
少
年
自
然
の
家

☎
０
５
５
１
ー
４
８
ー
２
３
０
６

■
冬
の
野
鳥
観
察
会

　

鳥
の
餌
に
な
る
木
の
実
が
い
っ

ぱ
い
の
健
康
の
森
や
、
冬
の
千
代

田
湖
に
飛
来
す
る
冬
の
野
鳥
た
ち

を
観
察
し
ま
す
。

◇
日
時
・
場
所

　

２
月
３
日
（
日
）

　

９
～
12
時（
８
時
45
分
受
付
開
始
）

　

県
立
武
田
の
杜
内
健
康
の
森
第

　

１
駐
車
場
（
千
代
田
湖
西
）

※
荒
天
時
は
２
月
10
日
（
日
）
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芸
術
・ 

文
化
活
動
の
中
心
的

施
設
と
し
て
地
域
文
化
の
創
造
と

発
展
に
寄
与
し
て
き
た
東
京
エ
レ

ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル
で
は
、

平
成
18
年
４
月
よ
り
東
京
エ
レ
ク

ト
ロ
ン
Ａ
Ｔ
（
株
）
と
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
協
定
（
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
）
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
記
念
事
業
と
し
て
、「
人

形
劇
団
ひ
と
み
座
」
の
み
な
さ
ん

を
お
迎
え
し
、
人
形
劇｢

大
ど
ろ

ぼ
う
ホ
ッ
ツ
ェ
ン
プ
ロ
ッ
ツ｣

を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時
・
会
場

　

３
月
９
日
（
日
）

　

14
時
～
（
13
時
30
分
開
場
）

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化

　

ホ
ー
ル
（
大
ホ
ー
ル
）

■
対
象
者 

　

市
内
に
住
所
の
あ
る
方
、
お
よ

　

び
市
内
に
通
園
・
通
学
・
通
勤

　

す
る
方
。
ま
た
は
そ
の
家
族
。

■
入
場
料　

無
料
（
全
席
自
由
）

※
入
場
に
は
整
理
券
が
必
要
で
す
。

■
お
申
し
込
み
方
法 

　

１
月
21
日
（
月
）
よ
り
整
理
券

　

を
配
布
し
ま
す
の
で
、
電
話
ま

　

た
は
窓
口
で
直
接
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

※
受
付
は
整
理
券
が
な
く
な
り
次

　

第
終
了
と
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

◇
教
育
課
生
涯
学
習
担
当

（
内
線
２
６
８
）

◇
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化

　

ホ
ー
ル
事
務
室

☎
２
０
ー
１
１
５
５

　

県
立
八
ヶ
岳
少
年
自
然
の
家
で

は
、
小
学
校
４
～
６
年
生
を
対
象

に
冬
の
清
里
高
原
で
様
々
な
自
然

体
験
が
で
き
る
「
わ
ん
ぱ
く
キ
ャ

ン
プ
・
冬
」
を
開
催
し
ま
す
。

武
田
の
杜
管
理
事
務
所
よ
り

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

友
達
を
い
っ
ぱ
い
つ
く
ろ
う

「
わ
ん
ぱ
く
キ
ャ
ン
プ
・
冬
」

◇
定
員　

15
名
程
度

◇
参
加
費　

無
料

◇
持
ち
物

　

靴
ま
た
は
長
靴
、
お
持
ち
で
し

　

た
ら
双
眼
鏡
、
図
鑑
な
ど

◇
お
申
し
込
み
方
法

　

１
月
４
日
（
金
）
よ
り
電
話
で

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
キ
ノ
コ
の
植
菌
体
験

　

ヒ
ラ
タ
ケ
や
シ
イ
タ
ケ
の
植
菌

を
体
験
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

◇
日
時
・
場
所

　

２
月
23
日
（
土
）

　

10
～
12
時（
９
時
30
分
受
付
開
始
）

※
降
雨
・
降
雪
で
も
実
施
し
ま
す
。

　

県
立
武
田
の
杜
健
康
の
森
サ
ー

　

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
千
代
田
湖
西
）

◇
定
員　

20
名
程
度

◇
参
加
費　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

◇
お
申
し
込
み
方
法

　

１
月
23
日
（
水
）
よ
り
電
話
で

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

武
田
の
杜
管
理
事
務
所

☎
０
５
５
ー
２
５
１
ー
８
５
５
１

　

「
ふ
れ
あ
い
ク

リ
ー
ン
活
動
」
と

は
毎
月
１
回
、
甲

府
市
街
の
清
掃
活

動
を
し
、
身
近
な

環
境
を
綺
麗
に

す
る
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実
践

活
動
で
す
。
ま
た
活
動
を
通
し
て

様
々
な
人
た
ち
が
交
流
を
深
め
る

場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
・
集
合
場
所

　

１
月
13
日
（
日
）
10
～
12
時

　

山
梨
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・　
　

　

N
P
O
セ
ン
タ
ー

　

甲
府
市
丸
の
内
２
ー
35
ー
１

■
持
ち
物
・
服
装

　

ス
ー
パ
ー
の
買
い
物
袋
、
帽
子
、

　

タ
オ
ル
、
動
き
や
す
く
多
少
汚

　

れ
て
も
差
し
支
え
の
な
い
服
装

※
軍
手
、
大
き
な
ゴ
ミ
袋
な
ど
の

　

清
掃
用
具
は
用
意
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

甲
斐
縁
隊

　

（
山
梨
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
）

☎
０
５
５
ー
２
２
４
ー
２
９
４
１

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
記
念
公
演

環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
ふ
れ
あ
い
ク
リ
ー
ン
活
動
」
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■
イ
ル
カ　

こ
こ
ろ
ね
ア
コ
ー
ス

　

テ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

◇
公
演
日
時
・
場
所

　

２
月
９
日
（
土
）

　

16
時
30
分
開
演
（
16
時
開
場
）

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化

　

ホ
ー
ル
・
大
ホ
ー
ル

◇
チ
ケ
ッ
ト
情
報

　

全
席
指
定

　

前
売　
　
　

５
３
０
０
円

　

当
日　
　
　

５
５
０
０
円

　

会
員
前
売　

５
０
０
０
円

※
未
就
学
児
は
入
場
不
可

■
佐
野
元
春
＆T

H
E H

O
B
O
 K

IN
G
 

　

B
A
N
D
 T

O
U
R
 2

0
0
8

　

‘S
W

EET
 S

O
U
L
,B

L
U
E B

EA
T

’

◇
公
演
日
時
・
場
所

　

２
月
15
日
（
金
）

　

19
時
開
演
（
18
時
30
開
場
）

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化

　

ホ
ー
ル
・
大
ホ
ー
ル

◇
チ
ケ
ッ
ト
情
報

　

全
席
指
定　

７
０
０
０
円

※
３
歳
未
満
は
入
場
不
可

※
未
就
学
児
が
入
場
者
の
膝
上
で

　

鑑
賞
す
る
場
合
は
無
料

■
津
軽
三
味
線

　

疾
風
（
は
や
て
）
コ
ン
サ
ー
ト

◇
公
演
日
時
・
場
所

　

２
月
16
日
（
土
）

　

16
時
30
分
開
演
（
16
時
開
場
）

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化

　

ホ
ー
ル
・
大
ホ
ー
ル

◇
チ
ケ
ッ
ト
情
報

　

全
席
指
定　

３
５
０
０
円

　

会
員　
　
　

３
２
０
０
円

※
３
歳
以
下
は
入
場
不
可

■
天
満
敦
子

　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

　

（
ピ
ア
ノ　

吉
武
雅
子
）

◇
公
演
日
時
・
場
所

　

２
月
17
日
（
日
）

　

14
時
30
分
開
演
（
14
時
開
場
）

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化

　

ホ
ー
ル
・
大
ホ
ー
ル

◇
チ
ケ
ッ
ト
情
報

　

全
席
指
定　

　

Ｓ
席 　

４
０
０
０
円

　

Ａ
席 　

３
５
０
０
円

※
未
就
学
児
は
入
場
不
可

■
お
問
い
合
わ
せ

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化

　

ホ
ー
ル

☎
２
０
ー
１
１
５
５

 

２
２
ー
１
９
１
９

　

昨
年
10
月
に

開
館
し
た
「
韮

崎

大

村

美

術

館
」
で
は
、
開

館
記
念
と
し
て

「
女
流
画
家
の

世
界
」
展
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

上
村
松
園
、
片
岡
球
子
、
堀
文

子
を
は
じ
め
と
す
る
近
代
か
ら
現

代
を
代
表
す
る
女
性
画
家
を
中
心

と
し
た
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

美
術
鑑
賞
後
は
カ
フ
ェ
で
、

山
々
を
眺
め
な
が
ら
心
豊
か
な
ひ

と
時
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

■
開
館
時
間　

10
～
18
時

※
入
館
は
17
時
30
分
ま
で

■
休
館
日　

毎
週
水
曜
日

※
年
末
年
始
も
開
館
し
て
い
ま
す
。

■
入
館
料

　

大
人　
　
　

５
０
０
円

　

小
中
学
生　

２
０
０
円

※
身
心
障
害
者
・
団
体
（
20
名
以

　

上
）
な
ど
割
引
あ
り

■
お
問
い
合
わ
せ

　

韮
崎
大
村
美
術
館

☎
２
３
ー
７
７
７
５

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化

ホ
ー
ル
よ
り
公
演
の
お
知
ら
せ

韮
崎
大
村
美
術
館

「
女
流
画
家
の
世
界
」
展
開
催
中

　

警

察

で

は
、

各
種
事
件
・
事

故
な
ど
の
早
期

解
決
を
目
的
と

し
て
、「
緊
急
時

頼
れ
る
あ
な
た

の
１
１
０
番
」

を
合
言
葉
に
、
み
な
さ
ん
に
１
１

０
番
通
報
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　

１
１
０
番
通
報
は
、
携
帯
電

話
、一
般
加
入
電
話
な
ど
か
ら
「
１

１
０
」
と
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と
県
内

の
ど
こ
か
ら
で
も
警
察
本
部
の
通

信
司
令
室
に
つ
な
が
り
、「
い
つ
」、

「
何
処
で
」、「
何
が
」、「
犯
人
は
」、

「
負
傷
者
は
」、「
あ
な
た
の
住
所
・

氏
名
」
な
ど
を
お
尋
ね
し
ま
す
の

で
落
ち
着
い
て
お
話
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
い
ま
だ
に
多
く
の
イ
タ

ズ
ラ
、
間
違
い
電
話
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
が
、
緊
急
の
事
件
・
事
故

な
ど
の
通
報
に
大
き
な
支
障
を
き

た
す
の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
相
談
事
な
ど
は
最
寄
の

警
察
署
、
交
番
、
駐
在
所
、
ま
た

は
警
察
本
部
総
合
相
談
室
「
＃
９

１
１
０
」
に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
県
警
察
本
部

☎
０
５
５
ー
２
３
５
ー
２
１
２
１

　

不
必
要
な
と

き
に
自
動
車
の

エ
ン
ジ
ン
を
切

る
こ
と
を｢

ア

イ
ド
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
プ｣

と
い

い
ま
す
。

　

県
内
で
は
、
窒
素
酸
化
物
や
二

酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
減
ら
し
美

し
い
環
境
を
未
来
に
残
す
た
め
、

コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
買

い
物
を
し
て
い
る
と
き
、
荷
物
の

積
み
卸
し
で
５
分
以
上
停
車
す
る

と
き
な
ど
に｢

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
プ｣

を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

　

趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

県
循
環
型
社
会
推
進
課

☎
０
５
５
ー
２
２
３
ー
１
５
０
３

 

０
５
５
ー
２
２
３
ー
１
５
０
７

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

「
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
」

困
っ
た
と
き
は
通
報
を

１
月
10
日
は
「
１
１
０
番
」
の
日
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血
液
は
、
科

学
が
発
達
し
た

今
で
も
人
工
的

に
つ
く
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
生
き
た

細
胞
の
た
め
長

期
間
の
保
存
も

で
き
ま
せ
ん
。
輸
血
が
必
要
な
患

者
さ
ん
た
ち
の
命
を
守
る
た
め
に

は
、
健
康
な
み
な
さ
ん
の
絶
え
間

な
い
献
血
が
必
要
で
す
。

　

特
に
、
冬
は
風
邪
な
ど
で
献
血

者
が
減
少
す
る
た
め
、
医
療
で
使

う
血
液
が
不
足
し
が
ち
で
す
。
そ

こ
で
県
で
は
、
新
た
に
成
人
す
る

方
々
を
中
心
に
広
く
献
血
へ
の
協

力
を
呼
び
か
け
る
た
め
、
１
～
２

月
に
か
け
て｢

は
た
ち
の
献
血｣

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

献
血
は
身
近
に
で
き
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

◇
中
北
保
健
所
峡
北
支
所

   

衛
生
課

☎
２
３
ー
３
０
７
１

 

２
３
ー
３
０
７
５

◇
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
ー
２
５
１
ー
５
８
９
１

◆パパ・ママ学級（要予約）
　◇ D コース３　１月１９日（土）   ９：００〜
　　育児について、沐浴実習、呼吸法
　◇ E コース１　１月２８日（月）１３：３０〜
　　妊産婦の食事、妊婦体操

◆すくすく教室（７か月）
１月１５日（火）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対象：Ｈ１９年６月生まれ

◆よちよち教室（１１か月）
１月２２日（火）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対象：Ｈ１９年２月生まれ

◆のびのび教室（２歳児）
１月２３日（水）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対象：Ｈ１７年１２月生まれ
持物：子ども用歯ブラシ

◆４か月児健診
１月２５日（金）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対象：Ｈ１９年９月生まれ

◆１歳６か月児健診
１月１１日（金）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対象：Ｈ１８年６月生まれ

◆３歳児健診
１月１８日（金）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対象：Ｈ１６年１２月生まれ

◆にこにこ子育て
　相談室（要予約）
　１月２４日（木）
　９：３０〜１６：００

◆母子健康手帳交付・
　一般健康相談・
　妊婦相談
　毎週月〜金曜日
　９：３０〜１６：００

◆健康トレーニング教室
　１月７日、２１日、２８日（月）

　
◆健康アップ教室
　９：３０〜１１：３０

    C コース　１月　９、１６、２３、３０日（水）

　
◆陸上ウォーキング教室（当日申込可）
　１月２６日（土）　
　受付　９：００〜　出発　９：３０〜
　集合　市営総合運動場

◆元気が出る教室
　１月１６日（水）　１３：３０〜１４：３０
　場所：老人福祉センター（大草町）
　※老人福祉センター利用料１００円が必要です

◆いきいき貯筋クラブ
　９：００〜１１：３０（２回目以降は９：３０〜）
　１月　８、２２日（火）　　穂坂公民館　
　１月１０、２４日（木）　　大草公民館
　１月１１、２５日（金）　　中田公民館
　１月１５、２９日（火）　　竜岡公民館
　１月１７、３１日（木）　　保健福祉センター
　１月１８、２月１日（金）　清哲公民館

◆体改善“にこにこ”講座
　９：３０〜１１：３０
　◇ C コース　１月　４、１１、１８、２５日（金）
　◇ D コース　１月　８、１５、２２、２９日（火）

子育て教室
持ち物／母子健康手帳・筆記用具・
　　　　教室に応じて体操のできる服装

育児・健康相談等
持ち物／各種健康手帳

健康づくり教室
持ち物／各種健康手帳・筆記用具・
　　　　教室に応じて体操のできる服装

乳幼児の健診
持ち物／母子健康手帳・バスタオル・
　　　　保険証・印鑑

　■お問い合わせ
　　韮崎市保健福祉センター （本町３−６−３）
　　☎２３ー４３１０／ ２３ー４３１６

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

は
た
ち
の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
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　食中毒は梅雨時期から初秋までが
ピークとなっていますが、冬に多く発
生する食中毒もあります。それがノロ
ウイルスによる食中毒です。

　ノロウイルスは、ごく小さいウイルスで食品内で増殖
せず、人の腸内で増殖します。このため、感染した人の
下痢便や吐いた物の中には大量のウイルスを含んでおり、
２次感染の原因になります。
　これまで、海中で汚染されたカキなどの２枚貝が食中
毒の主な原因とされてきましたが、近年の事例によると、
調理する人を介して２次汚染された食品を食べたときや、
介護に携わる人などが、糞便や吐物の処理をすることで、
間接的に感染するケースが激増しています。
　ノロウイルスによる食中毒にならないために、次の注
意事項を守りましょう。

◇食品を取り扱うときは、手洗
　いを十分に行う。
◇給水施設や調理器具の衛生管
　理の徹底を図る。
　※アルコール消毒は無効、煮沸消毒や塩素消毒が有効
◇吐物や排泄物などの処理には、ウイルスを飛散させな
　い方法で厳重な注意を払い、よく換気をする。
◇カキなど貝類の ｢ 生食用 ｣、｢ 加熱調理用 ｣ の表示を確
　認し、取扱いに注意する。
◇加熱調理する場合は、しっかり火を通す。

■お問い合わせ
　県衛生薬務課
　☎０５５ー２２３ー１４８９
　  ０５５ー２２３ー１４９２

◎「低身長」に該当するのか確認を
　まず、本当に背が低いかどうかを正確に評価する必要があります。医学的に
は同性同年齢同月齢児の平均身長より、－２標準偏差以下の場合を「低身長」
と定義します。つまり同じ誕生日の子ども１００人の中で、身長が前から２〜
３番目までの子どもがこの定義に相当します。
　他の子どもと比べて極端に小さい場合や、どんどん差が開いている場合には、

乳幼児なら市の保健師や保育園の保育士または幼稚園の先生に、小・中・高校生なら学校の養護の先生に相
談すると良いでしょう。生まれてから今までの成長の記録を見て成長曲線を作成しますので、母子手帳や健
康カードなどを用意する必要があります。

◎「低身長」に該当する場合には、小児科専門医の受診をお勧めします
　実際に－２標準偏差以下の身長の場合や成長率が悪くなっている場合には、小児
科専門医を受診することをお勧めします。「低身長」の原因は色々ありますが、病気
によるものと病気でないものに大きく分けられます。
　病気による「低身長」では、その原因によっては治療法があります。成長ホルモ
ンは幼児期から学童期の成長に最も重要なホルモンですが、他に甲状腺ホルモン ､
性ホルモンも体の成長に大きく関与しており、これらの欠乏などが原因であれば補
充する治療を行います。これらは診断基準を充たせば公費による治療を行うことが
できる制度がありますので、まずはご相談を。

「子供の背が低く心配です。どうしたらいいでしょうか？」？

アドバイザー  韮崎市立病院
小児科 医長  佐藤和正

冬の食中毒にご注意を
　

ス
ト
レ
ス
社

会
と
呼
ば
れ
る

現
代
に
お
い
て
、

ス
ト
レ
ス
と
全

く
無
縁
の
生
活

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
も
そ
も
ス
ト
レ
ス
と
は
、
あ

な
た
が
「
嫌
だ
」
と
感
じ
る
も
の

す
べ
て
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
人

間
関
係
や
仕
事
、
子
育
て
な
ど
本

当
に
様
々
で
す
。

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
ま
せ
ん
か
？

こ
こ
ろ
の
健
康
に
注
意
し
よ
う

　

こ
の
よ
う
な
社
会
で
生
活
し
て

い
く
た
め
に
は
、
ス
ト
レ
ス
と
感

じ
た
と
き
に
ど
う
や
っ
て
回
避
・

解
消
で
き
る
か
が
重
要
と
な
り
ま

す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
な
が
ら

ス
ト
レ
ス
を
上
手
に
解
消
し
て
健

康
な
生
活
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◇
友
人
、
家
族
と
会
話
す
る
。

◇
趣
味
を
楽
し
み
心
を
満
た
す
。

◇
体
を
動
か
し
気
分
転
換
を
す
る
。

◇
休
息
を
取
る
。

◇
早
寝
早
起
き
、
規
則
正
し
い
食

　

生
活
を
心
掛
け
、
生
活
リ
ズ
ム

　

を
整
え
る
。

　

も
し
悩
み
を

抱
え
た
場
合
に

は
、
１
人
で
悩

ま
ず
に
早
め
に

周
り
の
人
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
保
健
所

で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。　

■
お
問
い
合
わ
せ

　

中
北
保
健
所
峡
北
支
所

   

地
域
保
健
課

☎
２
３
ー
３
０
７
４
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児童センターであそぼう 開館時間　月〜土曜日　  ９：００〜１９：００

０〜６歳（未就学）児は 保護者の同伴を お願いします。

☆行事のない日でも、
各センターは開館して
ます。お子さんと一緒
に遊びに来てください。

☆小学生の行事は「パソ
コンを楽しもう」など、
ほかにもあります。

☆詳しくは、各児童セ
ンターにお問い合わせ
ください。

◆スクリーン紙芝居（要申込）
　１月１６日（水）１０：３０〜
　講師　飯室眞奈美先生

◆なかよし広場

  １月１７、２４、３１日（木）
　１１：００〜

　◆防火教室（小学生対象）
　１月２３日（水）１５：００〜
　講師　韮崎消防署職員

◆手遊び歌遊び
　１月３０日（水）１０：３０〜

◆寿ルーム（小学生対象）
　毎週月曜日

韮崎児童センター
（☎ ２２ー７６８７）

◆親子で遊ぼう（お絵描き）
　１月１５日（火）〜１８日（金）　　
　１１：００〜

　◆お話会

  １月２１日（月） １０：３０〜
　講師　お話サークル「ピッピの会」 

◆なかよし広場

  １月２８日（月）１１：００〜
　◆作って遊ぼう（鬼の面作り）
　２月１日（金）１０：３０〜
　※要申込、材料費自己負担

北東児童センター
（☎ ２３ー５５５０）

◆なかよし広場
　１月１１、２５日（金）１１：００〜 

◆交通安全のお話
　１月１８日（金）１０：３０〜

 ◆食育のお話（小学生対象）
　１月３０日（水）
　１５：００〜

北西児童センター
（☎ ２２ー１７７５）

◆なかよし広場

  １月１５、２２、２９日（火）
　１１：００〜

◆親子で遊ぼう（折り紙）
　１月１６日（水）〜１８日（金）　　
　１１：００〜

◆作って遊ぼう（鬼の面作り）
　１月２３日（水）１０：３０〜
　※要申込、材料費自己負担

◆腹話術を楽しもう
　１月３１日（木）１０：３０〜
　講師　鈴木富貴子先生

甘利児童センター
（☎ ２３ー１５３５）

地域子育て支援センター
ファミリー・サポート・センター

（藤井保育園内　☎ ２３ー７６７６）

子育て支援センターにいらっしゃい！ 開設時間    月〜金曜日　９：００〜１２：００
※火、木曜日は１４：００〜１６：００も開館しています。

ファミリー・サポート事業
育児代行サービスのお知らせ
　ファミリー・サポート・センターでは、生後３ヶ月頃か

ら小学校６年生までのお子さんの、子育てのお手伝いをし

ます。子育て経験者または保育士の資格を持つ方で、市の

講座を受講した「まかせて会員」が保護者に代わって育児

をしますので、お気軽にお問い合わせください。

こんな時お手伝いします
・園や習い事等へ子どもを送迎してほしい

・園や小学校の始業時間前、終業時間後に預かってほしい

・自分が病院へ行く間預かってほしい

・子どもが軽度の病気で登園、登校ができないがこれ以上

　仕事が休めないので預かってほしいなど

　

　ご利用は１時間７００円〜です。希望される方は、ファ

ミリー・サポート・センターに入会の申し込みをしてくだ

さい。必要な用紙はファミリー・サポート・センターにて

お渡しします。

　詳細については、お問い合わせください。

□保育園開放・子育て相談
・保育園開放　毎週水曜日　９：００〜１２：００

・子育て相談　面　　談　　９：００〜１２：００

　　　　　　　電話相談　　９：００〜１７：００

□例月のイベント
◆子育てトーク（子育てについて気軽に話しましょう）
　１月　９日（水）１０：３０〜

◆体位測定（お子さんの身長・体重を測ります）
　１月１５日（火）１０：３０〜

◆誕生会に参加しましょう（お友だちと一緒に）
　１月２５日（金）１０：００〜１１：３０

◆水曜ミニミニタイム（歌・手遊び・シアターなど）

□その他のイベント・講座
◆豆まきを楽しみましょう（要予約　２０組）
　２月　１日（金）１０：００〜１１：３０
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今回は、“韮
きゅうろうかい

朗会”のみなさんをお迎えします。
　日時　１月１２日（土）１４：００〜　
　場所　市民会館４階　大会議室

今月の朗読のつどい

わらべ歌・手遊びなど
わらべ歌や、手遊びなど日頃
の親子のふれあいにぴったり。
遊びや絵本に思わぬ反応が！
楽しいですよ！
　
　日時　１月２４日（木）
　　　　１０：３０〜
　場所　市民会館３階　和室

今月のおはなし会
絵本・紙芝居・工作・パネルシアターなど
絵本・紙芝居・パネルシアターなど、楽しいおはな
しがいっぱい！新しい本もぞくぞく紹介。

　日時　１月２６日（土）１０：３０〜
　場所　市民会館３階　和室

「仏果を得ず」
　三浦しをん著　（双葉社）

     　“好き”が過ぎるとバカになる。
でも、そんなバカならなってみた
い。文楽に賭ける若手太夫の熱い
青春の物語。
　『小説推理』の連載に加筆修正
し単行本化。

「おまじないつかい」
　なかがわちひろ作　（理論社）     

　でかけるときに火打ち石をたた
いて見送ったり、忘れ物をしない
ようにって不思議な呪文を唱えた
り。ゆらのお母さんは、実はおま
じないつかいだった…？
　おまじないつかいになりたいゆ

　　　　　　　　　らの修行が始まります。

（一般書）

｢ モンスターマザー ｣　　　 石川結
ゆ う き

貴著（光文社）

「お家
いえ

さん」上・下　　　　玉岡かおる著（新潮社）

（児童書）

「家族で食育！朝ごはん　１」
　　　服部幸

ゆ き お

應・服部津貴子監修（岩崎書店）

「初雪のふる日」
こみねゆら絵　安房直子作（偕成社）

新刊情報 図書館流通センター「週刊新刊全点案内」1547号より

■１月の休館日
　１日（火）〜４日（金）、毎週月曜日、３１日（木）
　お問い合わせは、韮崎市立図書館
　（☎２２ー１１２１ ／ ２２－２９１０）

１
月
の
標
語　

家
族
の
考
え
出
し
合
っ
て　

一
年
の
計
画
を
立
て
ま
し
ょ
う　
毎
月
第
１
日
曜
日
は
、
男
女
共
同
参
画
の
日

◎図書は、リクエストや予約もお受けいたします。
◎「リサイクル文庫」にもご協力ください。
◎ご返却が遅れている方は、お早めにお返しください。

今月のだっこの会

　「葦刈」　      田辺聖子作　（朗読　宮川晃央さん）
　　「絵島の墓所」（信州の伝説より）　
　　　　　　   大川悦

えっせい

生著　（朗読　向山智惠子さん）

　「おやじさんの席」
                        峠兵太作　（朗読　末広靖枝さん）

　「温かいスープ」
                     今道友信作　（朗読　保坂実香子さん）

　※次回は２月２日（土）を予定しています。

■日時　１月２１日（月）
　　　　１０時３０分～１１時３０分
■場所　韮崎市民会館５階大ホール
■講師　斉藤晴美氏
■費用　無料
■持物　汗拭きタオル、飲み物、運動できる服装
■お問い合わせ・お申し込み
　銀河鉄道事務局（☎２２ー１１２１）　

子育てサロン“銀河鉄道”
「親子でエアロビ」

　

県
立
科
学
館
で
は
、
家
族
み
ん

な
で
楽
し
め
る
様
々
な
催
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
ス
ラ
イ
ム
時
計

◇
日
時
・
場
所

　

１
月
４
日
（
金
）
～
14
日
（
月
）

　

10
時
20
分
～
、
13
時
50
分
～
、

　

15
時
30
分
～　

実
験
室

◇
対
象　

小
学
校
３
年
生
以
上

※
保
護
者
同
伴
の
場
合
は
対
象
年

　

齢
以
下
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◇
定
員　

各
回
20
名

◇
参
加
費　

２
５
０
円
（
材
料
費
）

◇
参
加
方
法

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で
利

　

用
券
を
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
か
ん
た
ん
カ
ル
メ
焼
き

◇
日
時
・
場
所

　

１
月
16
日
（
水
）
～
31
日
（
木
）

　

10
時
20
分
～
、
13
時
50
分
～
、

　

15
時
30
分
～　

実
験
室

◇
対
象　

小
学
校
３
年
生
以
上

※
保
護
者
同
伴
の
場
合
は
対
象
年

　

齢
以
下
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◇
定
員　

各
回
20
名

◇
参
加
費　

５
０
円
（
材
料
費
）

◇
参
加
方
法

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で
利

　

用
券
を
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
入
館
料

　

大
人　
　
　

５
０
０
円

　

高
校
生　
　

３
０
０
円

　

小
中
学
生　

２
０
０
円

※
幼
児
は
無
料
。
土
曜
日
に
限
り

　

高
校
生
以
下
入
館
料
無
料
。

　
■
開
館
・
休
館
情
報

◇
開
館　

９
時
30
分
～
17
時

※
入
館
は
16
時
30
分
ま
で

◇
１
月
の
休
館
日

　

１
日
（
火
）
～
３
日
（
木
）、

　

７
日
（
月
）
～
９
日
（
水
）、

　

15
日（
火
）、21
日（
月
）、28
日（
月
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

県
立
科
学
館

☎
０
５
５
ー
２
５
４
ー
８
１
５
１

家
族
み
ん
な
で
出
か
け
よ
う

県
立
科
学
館
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「市民のひろば」では、みなさんの明るい笑顔が

あふれる話題・情報・写真をお待ちしております。

ご連絡は市役所企画推進担当（内線３５６）まで。

こ
の
広
報
誌
は
、古
紙
配
合
率
一
〇
〇
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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健康に気をつけ医療費の節約にご協力ください
１２月中に市が支払った医療費をお知せします。　
　国民健康保険 162,329,561 円 ※１人当り 18,455 円（前月比 17.22％増）
　老 人 保 健 233,096,140 円 ※１人当り 64,267 円（前月比 10.45％増）

市の人口（12月１日現在）
　男 １６，３７９人 世帯数 １２，３４５世帯
　女 １６，５２４人 前月比 ＋２世帯
　計 ３２，９０３人
　前月比　　 －４２人

琉
る い

威くん（Ｈ 1 ９年７月生まれ）

横森 護・貴美子 さん  宅（下祖母石）
〜「すくすく元気に育ってね」〜

　毎年恒例となった「武田の里音楽祭」。今年も
１２月１６日に「シューベルトと大正ロマン」を
テーマに、東京エレクトロン韮崎文化ホールで開
催されました。当日は満員となった会場に美しく
響き渡るオーケストラの演奏や、ジュニア合唱団
の歌声に、集まった観衆は耳を傾けていました。

龍
りゅうへい

平くん（Ｈ 1 ９年３月生まれ）

竹田 真也・まゆみ さん  宅（一ツ谷）
〜「わが家の宝物♥いつもありがとう！」〜

光
こうせい

惺くん（Ｈ 1 ８年１１月生まれ）

木下 光典・三代子 さん  宅（旭町）
〜「明るく元気に育ってね !!」〜

　JR 韮崎駅前では、毎年恒
例となったイルミネーショ
ン「武田信義公」がお目見
えし、「ようこそ武田の里に
らさきへ」と訪れる人を出
迎えています。
　またロータリーの木々に
も約２万個の電球が飾られ
るなど幻想的な光景を醸し
出し、駅利用者の目を楽し
ませています。

２００７イルミネーション INにらさき

　イルミネーションは１月
中旬まで１７～２２時に点
灯していますので、ぜひ１
度ご覧ください。

第
13 

回
「
武
田
の
里
音
楽
祭
」


